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Ⅰ．はじめに

　小・中学校における道徳教育は、「道徳の時間」

を要として学校の教育活動全体を通じて行われ

てきた。道徳教育推進教師を中心に道徳教育の

重点目標を設定し充実した取り組みにより成果

を上げている学校がある一方で、他教科に比べ

軽んじられていること、主題やねらいの設定が

不十分な単なる生活経験の話合いや読み物教材

による登場人物の心情の読み取りのみに偏った

指導が行われていることなどの課題が指摘され

てきた。

　2014（平成26）年10月、文部科学大臣の諮問を

受けた中央教育審議会は「道徳に係る教育課程の

改善等について」答申を行った。この答申を踏ま

え、文部科学省は2015（平成27）年３月、小学校

学習指導要領、中学校学習指導要領及び特別支

援学校小学部・中学部学習指導要領の一部改正を

行い、従来の「道徳の時間」が特別の教科　道徳

（以下、「道徳科」という。）として位置づけら

れた。

　道徳の教科化の背景には「道徳教育の実質化と

その質的転換を図る」というねらいがある。答申

においては「道徳教育の本来の使命に鑑みれば、

特定の価値観を押し付けたり、主体性をもたず

言われるままに行動するよう指導したりするこ

とは、道徳教育の目指す方向の対極にあるもの

と言わなければならない。むしろ、多様な価値

観の、時に対立がある場合を含めて、誠実にそれ

らの価値に向き合い、道徳としての問題を考え

続ける姿勢こそ道徳教育で養うべき基本的資質

である」と指摘している。

Ⅱ．問題の所在

　「道徳科」の評価に当たっては、「（児童生徒の）

学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に

把握し、指導に生かすよう努める必要がある。

ただし、数値などによる評価は行わないものと

する１）」、「道徳性の評価の基盤には、教員と児童

生徒との人格的な触れ合いによる共感的な理解

が存在することが重要であり、道徳性の評価は

児童生徒が自らの成長を実感し、更に意欲的に

取り組もうとするきっかけとなるような評価を

目指すべき２）」としている。具体的には、「道徳的

諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物

事を多面的・多角的に考え、自己の生き方につい

ての考えを深める、という学習活動における児

童生徒の取組状況や道徳性に係る成長の様子を、

一定のまとまりの中で見取ることが必要であ

る３）」と指摘している。

　学習における評価とは、児童生徒にとっては、

自らの成長を実感し意欲の向上につなげていく

ものであり、教師にとっては、指導計画や指導方

法の改善・充実に取り組むための資料となるもの

でなければならない。道徳教育における評価も、

児童生徒の成長につながり、指導に生かされる

ものでなくてはならない。一方で、「道徳科」の

目標は、学習を通して、道徳的判断力や道徳的心

情等の道徳性の育成を目指している。目標に示

されている道徳性はなぜ評価できないのか、ま

た、児童生徒の学習状況を一定のまとまりの中

で把握するとはどういうことか、教師としては

悩ましい課題である。

　本研究は、道徳の教科化に伴い、児童生徒及び
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「特別の教科　道徳」における評価に関する一考察

保護者に分かりやすい評価の在り方について、

道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家

会議（以下、「専門家会議」という。）や小・中学

校学習指導要領　特別の教科　道徳編等を参考

に考察する。

Ⅲ．道徳科における評価の在り方

　今回の小・中学校学習指導要領一部改正で最大

の関心事は、「道徳科」において指導要録や通知

表に何を、どのように記述すればよいのか、とい

うことである。

　そのためには、「専門家会議」の概要４）を見てみ

る。（数字とアンダーラインは、筆者が付けたも

の）

　①、③については、1958（昭和33）年、小・中

学校に週１単位時間の「道徳の時間」が特設され

て以来、一貫した考え方である。つまり、道徳性

とは、人間としてよりよく生きようとする傾向

性であり道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践

意欲及び態度であり、これらは人間としての内

面的資質であるからこそ道徳性が養われたか否

かは、容易に判断できるものではない、としてき

た。また、④については、先に述べた道徳教育の

質的転換を意味し、従来の指導方法の改善を求

めているものと理解できる。筆者が、注目して

いることは、②と⑤にある「大くくりのまとま

り」「一定のまとまり」とは、何を意図している

のか。また、「個々の内容項目ではなく」という

点も意を留めたい。

Ⅳ．評価の実際

　2018（平成30）年度から小学校で、2019（令和

元）年度から中学校で「道徳科」が全面実施され

た。では、学校現場では、どのような評価がなさ

れているのであろうか。

　県内小学校の一学期通知表「道徳科」における

所見の事例を見てみる。

　３つの所見に共通することは、学習場面（どん

な学習活動の場面なのか）、学習状況（どのよう

な学び方をしたのか）、学びの高まり（どんな良

さがあったのか）の要素から構成されていること

である。児童が道徳的価値についての理解や自

己を見つめる、物事を多面的・多角的に考える、

自己の生き方についての考えを深める、など児

童の学習活動の様子を把握し、児童及び保護者

に伝えている。児童は、道徳の学習場面を振り

返り自分の考え方や思いを教師から認めても

らったことを実感し学習意欲の向上につながる。

30

道徳科における評価の基本的な考え方

　児童生徒の側からみれば、自らの成長を実感し、

意欲の向上につなげていくものであり、教師の側か

らみれば、教師が目標や計画、指導方法の改善・充

実に取り組むための資料。

　道徳科の特質を踏まえれば、評価に当たって、

①　数値による評価ではなく、記述式とすること

②　個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまと

まりを踏まえた評価とすること

③　他の児童生徒との比較による評価ではなく、児

童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて

認め、励ます個人内評価としておこなうこと

④　学習活動において児童生徒がより多面的・多角

的な見方へと発展しているか、道徳的価値の理解

を自分自身とのかかわりの中で深めているかとい

った点を重視すること

⑤　道徳科の学習活動における児童生徒の具体的な

とりくみ状況を一定のまとまりの中で見取ること

が求められる。

事例１（１学年）

　「だいじなわすれもの」の学習では、友だちの

家に行き、お礼を言い忘れたと言いに戻った

主人公の行動に共感し、お礼の気持ちを伝える

と相手もいい気持ちになることに気付いた。

事例２（３学年）

　「はた・らく」の学習では、友だちの言葉に影

響を受け、自分の考え方を広げていくことがで

きた。してもらうのではなく、自分からよりよ

いものを作っていくことの大切さに気づいた。

事例３（６学年）

　主人公のこうじに励まされた陽子の気持ちを

考え、これまで励ましの言葉をかけられなかっ

た自分を反省し、声かけをしていこうと考える

様子が伺えた。



別府溝部学園短期大学紀要　第44号（2021）

一方で、ある教材を扱った学習場面における児

童の様子であって、学期を通じて継続的に把握

し指導に生かす評価とは言い難い。前述した「専

門家会議」にある大くくりな（一定の）まとまり

で見取る評価には成り得ていない。一学期にわ

たって、児童に道徳性に係る成長の様子を明ら

かにすることが求められているのではないだろ

うか。加えて、教材の登場人物や内容を知らな

い保護者に「道徳科」における学習状況や道徳性

に係る児童の成長の様子が理解できるとは言い

難い。仮に「道徳科」における授業の中での児童

の様子は知り得ても、道徳性に係る成長の様子

は納得いく評価が得られないのではないかと思

われる。

　

Ⅴ．児童生徒・保護者に分かりやすい評

価とは

　学校の教育活動における評価には、「目標に準

拠した評価（絶対評価）」、「集団に準拠した評価

（相対評価）」、「個人内評価」の３つがある。

2000（平成12）年度以降、各教科の評価にあって

は絶対評価が求められてきた。つまり、学習指

導要領に示された目標に照らした児童生徒個々

の学習達成状況を明らかにすることにより教師

はその結果をもとに補充的学習指導を行うこと

とした。決して、学級や学年集団における順位

や平均値（偏差値）等を示すことではない。

　小中学校学習指導要領　特別の教科　道徳に

は、児童生徒が人間として他者とよりよく生き

ていく上で学ぶことが必要と考えられる道徳的

価値を内容項目として位置づけている。さらに、

この内容項目は児童生徒が道徳性を養うための

手がかりとなるもの、と付記している。「道徳

科」における内容項目の数は、小学校低学年が19、

中学年が20、高学年が22、中学校が22となってい

る。その中の「親切・思いやり」「感謝」について

具体的内容と発展性を見てみる１）。

 

　この内容項目に照らして、児童生徒の実現状

況は評価できないものなのか。仮に、「道徳性の

成長の様子」と言わなくても「道徳性につながっ

ていく成長の様子」と理解すれば、「親切・思い

やり」について児童生徒の評価は可能ではない

だろうか。また、「思い」や「こころ」は見えな

いが、「思いやり」や「こころづかい」は児童生

徒の行為や発言として表れる。つまり、道徳性

に係る内面的資質は容易に判断できないものの、

道徳的習慣や道徳的行為は見取ることができる。

　通知表と指導要録は、法的な性格と内容も異

なることから、児童生徒や保護者が目にする通

知表には改善の余地がある。前述したとおり、

学習状況に関する記述は保護者には分かりにく

い。保護者をはじめ一般的に道徳性に係る成長

の様子について理解を得るには、学年毎に設定

された道徳的価値として位置づけられた内容項

目について評価した記述のほうが分かりやすい

のではないだろうか。言うまでもなく、「道徳

科」の学習は児童生徒の道徳性に係る成長を支え

るものであり、教師には意識した学習状況が見

られたかどうかを把握、指導改善に生かすため

に必要不可欠である。しかし、道徳性の育成を

目標とする「道徳科」にあって、児童生徒の内面

的資質の陶冶と同時に、年間または学期といっ

た一定のまとまりの中で道徳的価値についての

理解を基に、学校または社会生活において自立

した一人の人間として毎日を他者とともにより

良く生きようとする社会性の在り様も評価の対

31

親切・思いやり内容項目

身近にいる人に温かい心で接し、親切

にすること。
１・２年

小
学
校

相手のことを思いやり、進んで親切

にすること。
３・４年

誰に対しても思いやりの心をもち、

相手の立場に立って親切にすること。
５・６年

思いやりの心をもって人と接すると

ともに、家族などの支えや多くの

人々の善意により日々の生活や現在

の自分があることに感謝し、進んで

それに応え、人間愛の精神を深める

こと。（内容項目「感謝」を含む）

中
学
校



「特別の教科　道徳」における評価に関する一考察

象にするべきと考える。

　筆者が考える通知表の在り方を小学校３学年

を例として提示する。

　指摘しておきたいことは、内容項目の設定で

ある。内容項目は向上目標的性質のものであり、

他教科における個々の目標とは異なる。しかし、

前述したように内容項目が道徳的価値であるこ

とから、児童生徒や保護者には道徳的価値理解

（認識）を得たうえで、児童生徒の学習状況及び

学校（学級）生活で見取ることができた姿を伝え

るべきと考える。一方で、内容項目は多岐にわ

たるため、最も指導の適時性のある内容項目を

学年段階で精選、重点的に示すこともあってよ

いと考える。

　通知表は指導要録と異なり、児童生徒及び保

護者に伝わらない評価では教師の努力が報われ

ないのみならず、道徳教育そのものが広く社会

に浸透しないことにもなりかねない。

Ⅵ．おわりに

　戦後の道徳教育の歴史からも、日本の学校に

おける道徳教育は児童生徒の内面的資質の育成

に努めてきたことがわかる。しかし、人格の完

成及び国民の育成の基盤となるものが道徳性で

あり、その道徳性を育てることが学校教育にお

ける道徳教育の使命であるならば、道徳性の育

成には内面性の陶冶のみならず、児童生徒が

社会人として成長することを支援する教育活動

としての使命もあると考えるのは筆者のみでは

ない。

　歴史的経緯による道徳教育に対するイデオロ

ギー論から未来に向けた学校教育が担う道徳教

育の在り方が問われている今、「道徳科」の評価

に焦点を当て論述してきた。道徳の教科化に伴

い、その評価の在り方に注目したが、児童生徒の

道徳性を評価せず学習状況を評価することによ

り、内容項目ごとに教材の伝える価値を機械的

に定型文化し記している教員が多いことを危惧

する。

　指導と評価の一体化を思えば、指導方法につ

いても考察するべきであった。検定教科書の役

割は理解できるものの道徳教育が内面性の陶冶

とともに社会性の育成を目指すのであれば、

地域のボランティア活動やごみ問題など身近な

社会時事問題に関心と知識を身に付けることが

できるような学習活動も求められる。

　道徳性は児童生徒の人格形成に関わるもので

あり、生涯を通じて育み続けていくものであり、

また、多様な場面で様々な要因の関わりの中で

育まれていくものでもある。故に、学校教育に

課せられた役割が広く多くの人々に理解される

とともに、家庭や地域における役割が共有され

ることにより、道徳教育の充実が図られるもの

と考える。

Ⅶ．引用文献

１）小・中学校学習指導要領解説　特別の教科　

道徳編（平成29年７月）

２）道徳に関する教育課程の改善等について 

（平成26年10月21日　中央教育審議会答申）

３）学習指導要領の一部改正に伴う小学校、中学

校及び特別支援学校小学部・中学部における

児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等に

ついて（平成28年７月29日　文部科学省初等

中等教育局長　通知）

４）「特別の教科　道徳」の指導方法・評価等に

ついて（報告）【概要】（平成28年７月29日考

える道徳への転換に向けたWG 参考資料１）

５）道徳の授業改善について  

　　(www.nc.tobu.gsn.ed.jp/)
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親切・思いやり内容項目

・相手のことを思いやり、進んで親切にすること。

　授業では、自分の生活体験と重ね合わせて考えるこ

とができるようになりました。また、友達との交流を

通して多様な考えがあることに気付いたり、その良さ

を素直に受け入れたりして自分の考えを深めようとし

ていました５）。



Ⅰ．本稿のねらい

　本稿は、不登校への対応において、今日、どの

ような発達臨床上の課題があるか１）、「危機管理」

を視点に探るものである２）。危機管理の語は唐突

に思われるかもしれないが、その理由は後に記す。

ところで、少子高齢化する日本において、学齢期

人口は20世紀半ば以降、２回の「ベビーブーム

期」を除き、ほぼ一貫して減少している。この

間、「不登校（初めは登校拒否と言われた）」とい

われる心理/社会事象が発生し、その件数はほぼ

一貫して増加している。２０１８年、それは小・中

学校で16万人を超えている３）。

　不登校は学齢期が終わればカウントされなく

なり、人によっては、この経験を次の人生の選択

/創造に活かす場合も見られる。しかし、他方で、

そうした歩みに至らず、進学/就職就業/ライフ

コース（自分の人生）の設計/構築など、時間軸

に即した人生の諸要所で困窮する場合も多い。

もちろん、人生上の困窮は不登校を直接的原因

として遭遇するものではなく、学齢期を越えた

人生段階の成人一般の姿から見て、不登校を「問

題」と見ることに疑問を抱く声もある。

　だが、「外見」の内側に少しく目を移すと、表

面化しにくい諸他の困窮が人の心身にまつわり

着く現実に直面する。ある人は、小学校入学後、

教室授業に一度も参加しなかったが、成人以後、

職を求めるも次々に断られ困窮していた。断ら

れる主な理由は「基本的知識が乏しい」ことで

あった。別のある人は小学校高学年時に不登校

傾向が強くなり、中学校３年時点で事態がさら

に進行。「高校に行きたいが、入学可能な高校が

あるかどうか不安」と言う４）。こうした事態に

対して、国/地方公共団体/民間を問わず、今

日、社会は多様な教育/福祉等の政策/対策を相応

に講じており、外見上、対応に問題は無いように

見受けられる。しかし、実際は例示のような事

例が少なからず生じるのである。では、それは

何故であろうか。公的行政が行う政策/対策、民

間団体等が行っている諸支援の内側に、より「綿

密な営み」としての「危機管理」が求められるの

ではないであろうか。

　以上の問いに立ち、本稿は、理念としての方針

/指針、方法としての政策/対策の内奥に、ひとの

「生涯発達」の視点から、臨床実践としての「危

機管理」が問われることを仮説し、その背景を次

の２つの視点から探るものである。

　１）伝承民俗において、ひとの生涯発達の「危

機管理」がどのように行われてきたか？

　２）発達臨床から見て、今日の「登校調整」に

危機管理上、どんな問題があるか？

　震災、水害、ウィルス禍など自然の脅威に対

し、今日、危機管理は必要事項として広く認識さ

れている。しかし、教育や福祉、政治/経済/文化

などの人間/社会的側面に生まれる脅威について

は、この認識がまだ十分とは言えないように思

われる。

　学齢期の課題は不登校に限らず多様である。

にもかかわらず本稿が不登校に視点を当てるの

は、それが学齢期の、さらには生涯発達の課題を

集約的に示唆する典型的事象の一つであると考
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登校調整における発達臨床の危機管理

えるからである。それは、家庭/地域/学校などに

おける人間関係、行動文化、知的リテラシーな

ど、心理社会的環境構築基盤とそれを自身の環

境として生育し/暮らし/学び/生きるそれぞれ

の児童/生徒（以下、生徒）の「生（生命/生活/

人生）」が相互作用する結果生じる心理社会的事

象である。

Ⅱ．ひとの生涯発達における危機管理

　危機管理は学齢期に限らず人の生涯のあらゆ

る時点/場面で問われる。病気、災害、事故、事件

などは言うまでもなく、列車に乗り損ね、会場を

間違え、記憶が想起できないなど、人の生活には

大小さまざまな困難や失敗が付随する。多くの

場合、代用、見過ごし、陳謝などを通して時と場

面をやり過ごすが、やり過ごすことが出来ない

状態の困難や失敗は、時に人生において危機を

招く。こうした危機に関し、人類は予防/対応/予

後を含む危機管理を社会的営みとして行ってき

た。健康危機に対する医療制度、災害危機に対

する防災制度などが分かりやすい事例である。

　では、人の心理社会的発達についてはどうで

あろうか。

１．ひとの生涯発達を問う意義

　「何故、ひとの生涯発達を問う（解決すべき問

題として設定する）のか」と言われた場合、筆者

には二つの回答がある。一つは、各個人の夫々

の「より良い暮らしと人生」を実現するためであ

る。もう一つは、その暮らしと人生を支え、保障

する社会が必要であるが、社会は「天与」の存在

でなく、生涯発達の歩みを辿る多数の人々が

知恵を出し合って創造し、引継ぎ、修正しながら

構築する、人々によって作られる存在である。

その人々が、文字通り「より良い暮らしと人生」

を支える社会を構築するかその逆を行ってしま

うか、それは社会を構成するひとの「生涯発達」

の質（内容）に関わっている。ひとの生涯発達を

問う意義はこの２点に関わっている５）。

　歴史を概観すれば、ひとの生涯発達を襲う危

機に対する営みは、個人や家族のみならず、社会

的営みとして行われた歴史がある。近/現代に限

れば、それは社会福祉や教育の歩みにおいて自

明の事実である。近世までは、今日の形式とは

かけ離れているが、緩やかな形で生涯発達の

危機管理が営まれていた。多くの場合、それは

家族/親族/同族/地域共同体などの諸社会集団に

慣例化した風俗/慣行/慣例/習慣などとして伝統

化して行った人生儀礼や年中行事などである６）。

　例えば、６歳頃までの幼児はあらゆる態度/

行動を許容されるが、それ以降は次第に行儀や

言葉遣いを注意され、16歳の男子なら地域の消防

組織への加入を強制された。こうした儀礼や

態度/行動の強制は、巨視的には年齢相応の社会

的役割の取得を求めることによって心理的発達

を遂げるよう、地域社会が暗に仕組んだ「教育/

学習」ルートである。

　このルートは、心身虚弱や障碍などの特例以

外は「柔軟な強制」方法として地域年中行事にプ

ログラム化されており、子どもや青年は、「強制」

される自覚を殆ど感知しないうちに年齢相応の

発達を遂げていたのである。

　こうした発達過程は、近代産業化社会の進展、

それに伴う都市化、行動の個人化/個人の自由選

択化などの進展に伴って次第に崩れて来た。そ

れでも暫くは、家族間で、親子間で、仲間関係で

……発達を促す伝統的生活慣行が継続したが、

高度経済成長、都市化、国際化、情報化などの一

層の進展があり、やがて、伝統的生活慣行はほぼ

解消に向かう。この過程で台頭したのが、意識

的/自覚的に発達を促す専門の学術領域、専門の

発達促進機関である。

　この過程で、近代以前には学術性や専門性を

問うことなく共同体内生活慣行/年中行事等とし

て行われていたひとの発達を促す諸営為が、あ

らためて学術的背景の下で専門的職種として行

われるように変化する。この変化は、巨視的に

見て、社会の文明化、態度/行動選択の自由化な

どが増大する過程でより一層急速かつ拡大する

傾向にある。旧時、「友人と語り合っていつの間

にか合点して解決した不安や悩み」が心理士や精

神科医の手に委ねられるようになって来たので
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ある。

　ここに、改めてひとの生涯発達に関する研究

課題が生まれる。第一は、ひとの生涯発達を促

す諸方法を、近代以前も含む歴史の中に探る

課題である。第二は、文明化、自由化過程を歩む

現代社会を前提に、発達促進の有効な方法を探

る課題である。前者は、ひとの心理社会的発達

にとってより適切な社会制度/文化の在り方を問

う巨視的課題である。後者は、容易には変更が

困難な現今社会を前提により有効なひとの心理

社会的発達を探る微視的課題である。どちらが

重要であるかは解決を試みる問題や課題によっ

て異なるであろう。本稿は、前者を視野に入れ

ながらも、主としては後者の課題に主眼を置く。

現今社会が直面する当面の「発達」問題を先ず解

決したいと思うからである。

２．生涯発達に関する学説

　では、生涯発達に関して、これまでにどのよう

な研究があり、成果としてどのような学説が生

まれてきたであろうか。

　学術的内容ではないが、周知の「名言」として

孔子の言説がある。「われ十五にして学に志し、

三十にして立つ…」云々である。この言説は厳密

な意味の医学/心理学等を基礎にした内容ではな

いが、人の徳性ないし心理/社会的心がけについ

て、多数人の実態を観察して導いたものである

ことが推測できる。こうした諸言説は、今日で

も、例えば「四十代からの自己改造」「よりよく

老いる」など、間断なく多様なタイトルの図書が

刊行される現実がある７）。ひとが無意識的にも生

涯発達に関心を持っている証であろうか。

　他方、学術的に基礎づけられた生涯発達に関

する学説として、広く知られたマズローとエリ

クソンを挙げなければならないであろう。

　マズローの学説は、ひとの欲求と言う、心理的

に最も基礎になると思われる感情の発達を５つ

の段階に分けた点で、生涯発達を検討する上で

不可欠である。５つの欲求は、早期に求められ

る欲求から順に、生理的欲求、安全・安定の欲

求、所属・愛情の欲求、承認・尊重の欲求、自己

実現の欲求、である８）。

　エリクソンの場合は、「発達課題」をキー概念

に、年齢（一般に心理社会的経験年数）に基礎づ

けられた人生各期の発達課題を想定した点に

特徴がある。エリクソンの発達課題説について

もう一つ独創性を挙げれば、想定した課題の

未達成状況下において生じることが予想される

諸「困難」に触れたことである。これを「危機」

と読み替えれば、エリクソンこそが「生涯発達の

危機管理」の序曲を奏でた研究者といえるであ

ろう９）。

３．生涯発達過程における危機の発生と対応

　エリクソンが指摘したのは一般的/代表的な発

達上の困難である。ところで、こうした発達上

の困難は、一般に、発達過程をたどる①当該者

と、②その生活諸環境、及び③両者の相互作用に

おいて発生する。身体に起因する体質/障碍は主

として①に、自然現象/不可抗力的な権力や権限/

大規模な歴史社会的変動などは主として②に、

対人関係や制度等の選択/活用などは主として③

に類別されよう。

　困難という点から検討すれば、①の場合、視覚

障害/聴覚障害/肢体不自由などの身体的障碍、自

閉スペクトラムなどの発達障碍が、当該個人や

家族等の長期的展望において困難に直面しやす

く、その予防と対応が社会の責任課題として求

められることは周知の通りである。②の場合、

地震/火山活動/豪雨/乾燥などの自然状況、政治/

経済/文化/文明などの社会状況、家族/隣人/同僚/

交渉相手など関係する諸個人の心理社会的状況

如何によって、人は相互作用する以前に、ほぼ一

方的/不可抗力的に困難に直面させられることが

古今を通じて事実であろう。そうした事態の予

防/対応として、人類が苦難と思索を重ねて作り

出してきたのが人権/当事者主権/自由/民主主義/

自己決定などの概念及びそれを尊重/保障する法

制及び行動文化の普及である。

　ひとの生涯発達に困難をもたらす以上の二つ

の要因は、一般に、当該個人の責務に帰すことに

無理があり、社会全体で解決すべき責任課題と
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して認識されよう。とりわけ近代以降、個人の

生活困難の多くが社会構造的背景の下で生起す

ることが明らかにされ、「社会政策」の多くが

「社会福祉政策」でなければならない事情も解明

されている。

　では、③の場合はどうであろうか。これは当

該個人と環境（自然/社会/人/及びそれらの所産）

との相互作用の動態に起因する困難である。こ

こで三つの場合を想定することができる。第一

は、当該個人が、環境に対してほぼ対等な心理的

/知的/社会的/経済的…対応能力を持つ場合であ

る。第二は対応能力が明らかに小さい場合であ

る。例えば「少年法」は対応能力がまだ小さい少

年の保護/育成を目指して制定された法律であ

る。さて、第三は、逆に対応能力が明らかに大き

い場合である。例えば「累進課税」は高所得者に

高い税率を課して税負担を公平にする税制であ

る。③の場合を三つに分けて記したのは、先に

あげた①②とは異なる「当該個人の諸能力」が問

われることに注意が必要だからである。

　では、当該個人の諸能力は、どのような形で立

ち現れるであろうか。例えば「運転者のミスで

歩行者に怪我を負わせた場合」である。一般には

すぐ停車し、警察と消防に通報。それらが到着

するまで現場待機し、調べに応じる。だが、時に

は「ひき逃げ」も発生する。前者は「事故」と

して、後者は「事件」として認識/処理される。

事件の場合、当該運転者は「犯罪者」であり「司

法」手続きに即して「処罰」され、それが明るみ

になれば、本人の意向とは無関係に、「ひき逃げ

犯」という情報が、正確/不正確な内容を伴う噂/

風評も含めて世間/社会に漂う。場合によって

は、本人が失職したり、家族や知友人と疎遠にな

ったりすることもある。まさに生活の困難に遭

遇するのである。

　この場合、司法の過程で、本人には弁護士や検

察官、裁判官、刑務官などが関与し、刑期終了後

には社会復帰支援員などが公的社会的関係者と

して関与する。一方、家族や知友人等も相応に

関与することが多いであろう。この、公私両サ

イドから関わる専門職者や家族などによる具体

的な関与実態は、本人のその後の「立ち直り」

「社会復帰」にとって決定的である。関与実態が

適切であれば「反省」「立ち直り」「社会復帰」は

比較的順調に進行しよう。罪を猛省し、全うに

生きる途を歩もうとする。逆にそれが不適切な

場合、それらは不調に陥り、本人の態度/行動問

題をさらに深刻化させもしよう。即ち、困難に

遭遇した本人の「復調」には、本人自身の「危機

対応」（本件では反省と立ち直り意欲…の実態）

だけでなく、関与する諸制度/政策/対策及びその

担い手としての専門職者や家族等が担う「支援/

援助/教育…の実態」も同時に問われるのである。

この「対応の実態」は、可視化/マニュアル化し

難く、多くの場合、可視化/マニュアル化が可能

な部分だけを行う「一般的対応」を以って「対

応」と見做すのが現実である。

　この対応が「真に問題解決に迫る対応」であ

る場合を、本稿では「危機管理」と考えたい。

勿論、軽度の問題は殆ど「一般的対応」で済ませ

てよいであろう。しかし、問題によって、「真に

問題解決に迫る対応」でなければならない場合が

あることを知る必要がある。例えば、2011年３月

11日の東日本大震災における津波発生時の石巻

市立大川小学校の避難マニュアルの失敗、2020年

のコロナ禍を背景に発生したとみられる自殺な

どである。「真に問題解決に迫る対応」が、問わ

れるのである。

４．危機管理の推移

　この意味で、人生が困難な状況に陥った時、

その解決にはまっとうな「危機管理」が必要な

ことに気づくところである。それも、人生を歩

む当事者のみでなく、当事者に関与する諸般の

人的環境、人生に関わる社会/文化的環境などが

紡ぎ出す理想/理念、方法/手段/技術、評価/反省な

どの広範な側面にわたる危機管理である。

　歴史を紐解くと、こうした危機管理は、今日の

それとは形式が異なるが、人類史とともに相応

に営まれていたことに気づく。危機を予測すれ

ばこそ、その予防/対応として、先ず信仰や宗教

的営みがあったと思われる。また、危機に直面
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した諸個人の「統制困難な態度/行動」の抑制装

置として正当性を付与した威信/権力/権限/職能

なども案出された。他方、こうした権限が独裁

化/歪曲化することもあり、王道/帝王学/騎士道や

武士道などの倫理感覚を求める動向も生まれた。

こうした諸々の動向を経て、今日、科学的根拠に

立脚する危機管理が本流になりつつあるとまで

は言えるであろう。

　歴史に探る場合、もう一つ注意すべきは、そこ

に科学的裏付けがあるのに気付かないまま、し

かし、近代科学に照らしてほぼ「真実」である

「危機管理言説」も相応に存在することである。

「腹八分」「可愛い子には旅をさせろ」「地震を感

じたら船を沖に出せ」「門前の小僧習わぬ経を覚

え」など、今日の医学/心理学/地学/社会学に照ら

してもほぼ「正解」であろう。こうした「経験

知」の蓄積を経て構築されたのが「年中行事」

であり、組織されたのが、それらを営む「年序

集団」である。子ども組、若者組、若衆仲間など

への加入と役割取得を経て、心理社会的発達を

遂げる仕組みを作っていたのである。

　それらは、近代以前の共同体における生活上

の危機を予防/対応する労働/扶助組織、防犯/防災

組織、冠婚葬祭等人生儀礼組織などと「危機

管理」という点では共通する組織であり営みであ

る。だが、これらの大半は、近/現代史の展開過

程において、個人にとっては次第に「煩瑣」に

感じられ、企業、消防、警察、一般行政などの

しくみに切り替えられていく。今日、それは、

ひとの心理社会的発達に関わる科学的根拠に

立脚した危機管理へ、それ故にまた専門職者に

よる危機管理へと「担い手」も「内容/実態」も

変化している。

５．危機管理から見た発達臨床

　「発達臨床」は、ひとの発達に関わる臨床的

対応を指す概念である。また、「臨床」は医療や

カウンセリング等に伴う「問題解決に直面し、

直接的具体的に関わる行為」である。要約すれ

ば、発達臨床は、ひとの発達に関わる問題事態に

直面し、解決を目指して直接的具体的に関わる

行為という理解になる。この理解を、危機管理

から検討してみよう。

　前に、危機管理を「真に問題解決に迫る対応」

と定義した。この定義に即して、発達臨床とし

て行われる諸対応を検討しよう。場面寡黙、集

団参加忌避、自罰、自己嫌悪など、生徒に関わる

発達臨床問題は、すぐ十指を越える。本人自身

の対応はもちろんであるが、本人以外に問題に

対応する者として一般に浮かぶのは、保護者、

兄弟姉妹、教師、友人などである。問題が深く

大きいと考えられる場合は、今日、医師や心理士

等の対応が要請される。こうした、日常的段階

から専門職者による段階までを前提に、問われ

るのはその対応が「真に問題解決に迫る対応」

になっているか否かである。

　一般に、発達臨床はすべて「真に問題解決に

迫る対応」だと思われがちである。もしそうでな

い事態があれば、それは発達臨床の危機管理に

関わる厳しい問いになる。問題が「専門職者の関

与が必要な段階」にあるにもかかわらず、日常的

段階の問題として認知し（され）、実質的に専門

職者の関与を妨げ（られ）ている事態が無いか。

また、専門職者が関与した場合でも、アセスメン

ト段階の見落としや軽視によるミス、関係生徒

との関係構築の躓き、専門職者による働きかけ

と生徒からの働きかけのミスマッチなどが無い

か。学齢期の発達臨床の一つ、不登校への対応

に焦点を当てて考えてみよう。

Ⅲ．不登校対応を発達臨床から問う意義

　日本で不登校が広く知られはじめて半世紀以

上が経過する。心理学ほか多様な学界が研究/実

践に関与するにもかかわらず、件数が一貫して

増加傾向にある点は前に記した通りである。で

は、その要因に即した臨床実践方法は開発され

ないままなのであろうか。

　学校、教育センター等の公的機関、フリース

クール等の民間施設など、筆者が観察するだけ

でも、相応に「要因を加味した実践」がある10）。

課題があるとすれば、それは「真に問題解決に

迫る対応」になっているかどうかであろう。不登
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校対応について、改めて「発達臨床」の「危機

管理」を視点にその意義と実態を検討すべきでは

ないであろうか。

１．ひとの生涯における学齢期

　先ず、なぜ、不登校を社会的課題にするかを考

えよう。登校云々は当該個人の行動である。行

動の自由を強く打ち出す立場に立てば、登校を

求める営みは「自由へのクレーム」になるかも

しれない。逆に、「義務教育」を前面に出せば、

登校は法的な義務になる。こうした極論から離

れ、ここでは、ひとの生涯における学齢期を概観

し、この期における登校の意味を探ってみたい。

　ひとの生涯の段階/時期区分につては、社会/文

化を基礎に現れる歴史的背景がある。古代に「学

齢期」は無かった。とは言え、「幼子」「若者」

「小娘」「年寄り」などの区分は時代を越えた生物

学的背景によっていつの世にもあったと思わ

れる。

　以上を前提に、ひとの生涯全体における学齢

期を見よう。日本の場合それは６歳から10歳頃

（義務教育年限が４年間だった明治期終盤まで）、

６歳から12歳頃（義務教育が６年に延長された明

治期終盤から20世紀半ばまで）、６歳から15歳頃

（義務教育が中学校３年までの９年間になった後）

など、歴史的に変化していることに気づく。今

日、高等学校進学率が95％を超えており、18歳ま

でを学齢期としても大きな異論はないであろう。

本稿では「義務教育」を一つの基準にするので、

６歳から15歳頃を暫定的に学齢期としたい。

　では、この９年間は、ひとの生涯全体において

どんな位置にあると言えようか。今日、日本人

の平均寿命が80歳を大きく超えたことを前提に

検討すれば、学齢期は相対的に短くなっている。

否、高等学校やその後の段階の学校進学率の向

上から見れば、在学期間は年々増大している。

義務教育までの学齢期に限れば、９年間は、その

後の人生にとって、文字通り「人生構築能力」の

基礎を習得する時期である。基礎というのは、

先ず、この期が①身体的、②心理的、③社会的、

④精神的/実存的、⑤知的/技術的……な意味で重

要な発達を遂げる時期であることを指す。勿論、

さらにその根底を探れば、幼児期、乳児期、周産

期、胎児期にまで論を掘り下げることになろう。

この点は他の論稿に譲る。

　基礎と考える第二の理由は今示した①から⑤

までの発達状態が、その後の心理/社会的発達に

影響し、さらにその結果として、具体的な人生の

選択/創造（ライフコースの構築）にも影響する

ことである。感情が未成熟/未発達な場合、社会

的役割意識が極端に乏しい場合、常識的知識が

不十分な場合、当該個人にどのような「暮らし」

の、「人生」上の困難が伴うかは大方想像できる

であろう。

２．学齢期の発達課題

　こうした現実を前提に、人生各期には当該の

時代（歴史）に即して暮らし生きるための「発達

課題」があることを説いたのがE.H．エリクソン

である。その発達課題に関する８段階説は広く

知られるが、学齢期相当年齢に関しては次のよ

うに説明される。

　先ず児童期については、「勤勉性」が発達課題

であり、損ねた場合は「劣等感」に陥りやすいと

指摘する。この期の人格的活力としては「コンピ

テンス（能力）」を挙げている。次に、青年期に

ついては「アイデンティティーの確立」が発達課

題であり、うまくいかないと「アイデンティティー

の拡散」が起きるとしている。この期の人格的

活力として数えられるのは「忠誠心」である11）。

　発達課題の達成には、エリクソンが指摘する

人格的活力が重要であろう。発達課題は勤勉性

でありアイデンティティーの確立であるが、そ

の課題を達成する人格的基盤として能力（児童

期；小学生期）と忠誠心（青年期；中学生期、

高校生期もここに含まれる）を指摘した点がむし

ろ特徴的と言えるかもしれない。児童期にひと

としての多様な能力を経験的に習得することの

意義に触れていることになろう。また、青年期

に仲間や集団や自分が果たすべき役割関係に対

して真面目にまともに対応する、つまり忠誠を

つくすことが、アイデンティティーの確立に必
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要だと考えたのである。では、こうした発達課

題及びその基礎になる人格的活力は、どのよう

な生活環境の下で培われるであろう。

３．発達課題の達成における学校体験

　今日の日本人は６歳から15歳までの時期の大半

を学校で過ごしている。帰宅した後も、宿題や

翌日の予習や課題など、ほぼ学校生活を基軸に

した生活を送っている。生活の基軸が学校にあ

るので、もし、学校に出席しない状態が長く続け

ば、学校生活を介して達成の途に就いていた

発達課題は次第に達成しにくくなることが予測

される。

　例えば小学生の場合である。明治期の学制施

行時には、ほぼ「歩いて通える範域」に小学校

（含む分校）が設置された。６歳にして、長けれ

ば４キロメートル弱の距離を往復したのである。

早朝に起床し、朝食を取り、歩く体力をつけなけ

れば通学が出来ない。往復の時間内には、年齢

差のある通学仲間との会話があり、喜びを分か

ち合い、少々の悪ふざけも発生する。学校到着

後は同級生との間の心理的交流があり、多様な

感情の成熟/発達が深まる。教室の諸役割として

の係分担があり、日直/給食/掃除当番などの諸当

番がある。学年が進行すれば、児童会にも参加

し、そのための学級委員の選出もある。高学年

になれば、図書係や児童会新聞部などの役割が

加わり、その上さらに、放課後の社会体育として

の部活動も待ち受けていよう。

　中学校の場合もほぼ同様である。生徒会活動

や部活動の比重はさらに大きくなろう。また、

対社会的なボランティア活動も視野に入るであ

ろう。小/中学校とも、文部科学省が定める「学習

指導要領」に即した教科（含、道徳）の指導、

特別活動、総合的な学習、その他学校行事等を

経験するのは学制以来である。さらに、修学

旅行や遠足、地域との交流、夏休み等の休暇と調

べ学習などを入れると、学齢期９年間に経験

する認知/思考/認識/行動等の内容は、計り知れな

いほど多様かつ大量である。勤勉性、アイデン

ティティーの確立は、こうした諸経験の過程で

構築されるのである。

４．学校体験の不履行；不登校の予後

　風邪等による数日間の病休と異なり、長期に

わたる不登校は、以上に記した学齢期に特有な

経験をあまりしないで時間を過ごすことを意味

する。勿論、なかには保護者が教育に当たり、学

校経験以上に豊かな経験を用意する例もあるが、

実際上、それらは稀であり、一般化するには無理

がある。本稿では、学校経験をしないまま自宅

で過ごす場合を想定して論を進める。

　不登校による学校体験の不履行は、前に示し

た①身体的、②心理的、③社会的、④精神的/実存

的、⑤知的/技術的……な発達に繋がる経験をほ

とんどしないで時を過ごすことを意味するであ

ろう。その場合の予後はどうであろうか。前に、

９年間一度も教室に出席しなかったひとが職を

探すのに困窮する例、小学校高学年時に不登校

を経験し、高等学校入学のための進路選択に

困窮したひとの例を挙げたが、困窮は多種多様

な形で発生しよう。今日これらは進学支援、就

労支援として、法的体系も少しずつ整備され始

めているが、法の整備のみで問題が解決するわ

けではない。予後は全般に厳しい。この厳しい

予後の未然防止、防ぎ切れなかった場合の予後

対応が必要になる。未然防止の一つが「不登校

対応」であり、その危機管理の必要性を問うのが

本論稿である。

５．登校調整；回復促進と自由選択

　不登校対応は大別して二つに分かれるであろ

う。一つは、広い意味で「登校回復を促す対応」

である。もう一つは「当該個人の自由選択に委ね

る対応」である。後者の場合も予後が順接的な例

もあり、どちらの対応が正解であると断定する

ことは避けたい。登校「促進」と「自由選択」の

両ベクトルを共に容認する意味で、本稿では「登

校促進」に代えて「登校調整」の語を使用する。

またこの語には「自由選択」も含めて考えたい。

ただ、筆者の経験から、本稿では後者に配慮しな

がらも前者の対応を基本に論を進めたい。
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　それは、今日の社会/文化的条件下で「自由選

択」が出来る家族環境を垣間見た場合、保護者の

経済的/文化的水準の高い階層に限定され、一般

の家庭環境には馴染まない部分が多いと考える

からである。

６．発達臨床から見た登校調整の危機管理

　前に記した事項を前提に不登校への対応とし

て行う「登校調整」に関わる危機管理を見つめよ

う。どんな問題が垣間見られ、どんな課題が底

流しているであろうか。観察する視点を定め、

登校調整の問題が生じる場面や状況、そこに潜

在/底流する課題を探ってみよう。なお、危機管

理の具体的方法/手順等の臨床実践については、

別途、稿を起こしたい。

　問題を見つめる視点の一つは、家族/家庭に見

られる保護者による生徒への関与である。

１）乳幼児期の成育歴、２）学齢期以後の発達環

境/発達過程、３）保護者の対人/社会/文化的態度

/行動などである。このうち、１）の乳幼児期の成

育歴は既に過去形になっているので、いわゆる

「再体験」「再学習」に関わる課題になる。２）

は身体的発達に関わる運動/栄養/睡眠など、ま

た、感情/情緒などの発達に関わる信頼/評価/自信

を高める経験など、ひととしての生命の基礎を

構築する体験に関わる課題である。３）は、身近

なモデルとしての保護者が、交流/交渉/相互作用

する他人/社会/文化などに対して日々取り続ける

姿に関わる課題である。他人を尊重するか見下

すか、役割を感知して社会参加するか否か、知的

リテラシーを高めようとする態度か否かなどが

問われるであろう。

　第二は、近隣/地域社会における生徒への関与

である。積極的か消極的か、あるいは無視する

姿勢か、当該生徒及び生徒が置かれた立場を理

解しようとして関与しようとするか否かなどが

問われよう。

　第三に、学校における生徒への関与である。

学校の規則や機能から見た校舎の配置、教員や

級友による態度/行動、学校行事等における級友

等の保護者や学校に関連して関与する多様な

人々（通常は地域社会の大人）が採る態度/行動

などが課題になる。学校特有の機能としての学

業と成績に関する関係者の認識は特に大きな課

題である。例えば「宿題を提出しなければ放課後

に残留学習」が課される規則がある場合、登校調

整は、生徒の心理面というよりもこの規則に関

して行われなければならないであろう。こうし

た事情で長く不登校を続けた生徒には学校の規

則に対して強迫観念が固定化する場合もあるか

らである。

　四つめは生徒自身における自己関与である。

自分が感じていること、知り/理解していること、

考えていること、採っている態度/行動などにつ

いて、異なる角度/視点/領域などから再考する余

地を持つスキーマを構築しているか否かに関す

る問題に直面する。

　さらに知人/友人等の関与であるが、これは前

記四つの関与にすべて関わると思われる。

Ⅳ．本稿のまとめと今後の課題

　ひとの生涯、そこに生まれる諸危機を、生涯発

達、とりわけ学齢期の発達に焦点化し、学齢期の

発達危機について、発達臨床の危機管理を視点

に検討すべき課題があることに触れた。ひとの

生涯は、学歴/職歴/役職歴/家族歴など、一般に可

視的な社会的履歴/経歴の蓄積として受け止めら

れがちである。しかし、その裏面に、こうした社

会的履歴/経歴を構築する欲求/興味/関心/意思/意

志など、心理社会的意味の「生涯発達」が関わる

事実も、次第に脚光を浴びるようになってきた。

とりわけ、ほぼ全員が何らの逸脱的行動もなし

に社会規範に従うような履歴/経歴を辿る状況に

変化が生じている今日、「生涯発達」こそ、一生/

生涯/人生を考える上で重要なポイントになる。

とりわけ、学齢期の「生涯発達」の状況は、それ

以後の生涯発達の基礎になり、影響が大きい。

従って、そこに不調/変調が生じた場合は、失調

に至る前に復調/回復/改善を調整する「危機管理」

が必要になる。

　学齢期の生徒を想定した場合、とりわけ「不

登校」に対する「登校調整」が問われることにな
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る。この調整は、単に応じた/対応した/関わった

という「一般的対応」に留めず、実質的目標達成

/問題解決を実現する具体的手段/方法/臨床でな

ければ意味を失う。例えば、単にカウンセラー

を増員すれば済むものではなく、カウンセラー

が行うアセスメントやカウンセリング、さらに

は予後対応などの、共感を含むクライアントと

のマッチングや関与などの適切性/妥当性に関わ

る課題を秘めているのである。前に例示した「大

川小学校の津波被害」「コロナウィルスによるク

ラスターの発生/感染の拡大/経済活動縮小」など

の危機に対して求められる危機管理が、教育や

福祉においても求められるべき事態にあること

を深く認識しなければならないと思う。

Ⅴ．引用文献

１）「発達臨床」については、「…特に発達的観点

から人間の生涯にわたる心理的問題を実践的

に解決しようとすることへの基礎的または実

践的知見を提供するものである」（無藤隆、「発

達臨床とは何でありうるのか」、発達心理学研

究第3巻第2号）1992、100頁、による。

２）「危機管理」（Crisis　management）は、「…組

織の意思決定者や紛争の当事者が直面してい

る危機に対する手段…」（https://ja.wikipedia.

　org/wiki）と定義される。オスグッドやカーン

による核戦争の危機を指摘する概念として

使用されたが、次第に内容的に広い意味に使

用されるようになる。今日、場合によっては

‘Risk management’の意味も含む。

３）「平成30年度児童生徒の問題行動・不登校

生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要」

令和元（2019）年12月13日、文部科学省、の

数値を参照。

４）いずれも筆者が保護者から直接聞いた内容で

ある。個人の尊厳を守るために、関連する個

人情報は記さないこととする。

５）服部祥子『生涯人間発達』2010、医学書院、10

頁、参照。

６）竹内利美・江間誠也・藤木三千人「東北村落と

年序集団」（東北大学教育学部研究紀要第７集、

1959）、石倉あつ子『子どもと老人の民俗誌』

2001、岩田書院、参照。

７）例えば、朝日新聞の書籍広告欄に、近時、次

の書籍が載った。『六十代と七十代の整え方』

（和田秀樹、バジリコ）『十代のきみたちへ』

（日野原重明、冨山房）『46歳からのキレイの

医学』（海原純子、清流出版）『74歳、ないの

はお金だけ』（ミツコ、すばる舎）『一生自分の

力で歩いて、食べて、トイレに行ける　100ト

レ』（中野ジェームズ修一/ほか、徳間書店）。

８）マズローの欲求段階説については、新社会福

祉士養成講座2『心理学理論と社会的支援』

2009、中央法規出版KK、40ページを参照。

９）エリクソンの心理社会的発達段階については、

最新介護福祉全書第9巻『発達と老化の理解』、

2008、メヂカルフレンドKK、64頁参照。

10）例えば前記に示した資料によれば、文部科

学省は、改めてS・CやS・S・Wなどの増員

を講じている。

１１）E.H.エリクソン著、仁科弥生訳『幼児期と社

会Ⅰ』1997、みすず書房、PP332－342、及び、

バーバラ.ニューマン/フィリップ　R.ヒュー

マン著、福島護訳『生涯発達心理学―エリク

ソンによる人間の一生とその可能性―』1998、

川島書店、PP175－296参照。
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Ⅰ．はじめに

　本学のイングリッシュハンドベルは平成５年、

故名誉学長相良好仁先生より寄贈された。５オ

クターヴの幅広い音域を有し、大塚豊子教授の

指導の下、サークルとして30年間、学内に限らず

学外でも精力的に活動が行われてきた。しかし、

近年の学生の環境の変化や多忙化により、部員

数が減少し部の存続が厳しくなり、また大塚先

生が退官されることもあって、火が消えそうに

なっていた。ハンドベルという楽器は、音楽表

現の楽器としてはもとより、幼児教育を学ぶ学

生にとって集団音楽表現の教材としての要素も

持ち合わせる素晴らしい楽器である。授業でも

と考えられ、令和元年から３セメスターの音楽

授業の中で、保育技術の習得の一環として取り

入れられていた。

　本学の幼児教育学科２年生では、毎年10月から

「総合表現Ⅱ」という科目が開講されている。

①こどもの援助者として、音楽・美術・体育

表現を自らが実践する。

②実践過程から表現方法を学び、こどもたち

の前で表現する。

　この２つを授業目標として掲げており、毎年12

月に行われるミュージックカーニバルという大

舞台の本番へ向けて、学生たちは夏以降、取り組

みを進めている。この「総合表現Ⅱ」の授業の中

で、２年生15名がハンドベル演奏披露に向けて

学びを深めていくこととなった。昨年のミュー

ジックカーニバルでも、このハンドベル演奏は

披露され、この演奏に参加した学生からは、演奏

を聴いた会場の園児から喜びの反応が返ってき

たこと、演奏に参加していなかった学生からは、

会場で聴いたベルの音色の美しさが胸に響いた、

という思いが聞かれ、今年もこの「総合表現Ⅱ」

の授業で取り組みたいとの声が多数上がった。　

　また、今年はコロナウイルスへの徹底した感染

予防対策のため、学内での総合表現発表会として

行うこととなった。その点においても、音楽表現

をしながらも全員が同方向を向き、声を発せず、

両手手袋着用で行うハンドベル演奏は、安全性

の高い演目として取り入れられた。

　この「総合表現Ⅱ」の授業内で行ったハンド

ベル演奏の表現技術の習得を通して、学生たち

がどのようなことに影響を受け、その結果何を

感じ取り学んでいったのか、また指導を行う中

での指導者の意義や役割、反省点などを４期に

分けてまとめたいと思う。

Ⅱ．「総合表現Ⅱ」に向けての活動

１．第１期（10/7～）

　今回ハンドベルで演奏する曲については、12月

の総合表現発表会の舞台での集大成として発表

する曲になるということで、予め、季節や難易度

を考慮して、候補曲を４曲に絞り込んで学生へ
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「総合表現Ⅱ」における音楽表現技術の習得を目指して

― ハンドベルを利用した集団音楽表現の過程 ―

山　香　陽　子

For the acquisition of the music expression technology in general

expression II

― Process of the group music expression using a hand bell ―

YAMAGA Yoko



「総合表現Ⅱ」における音楽表現技術の習得を目指して

提示した。演奏曲は、アレンジの方法や調性で

演奏曲の難易度が変わるため、リズムが取りや

すく、平易な調性にアレンジされた曲を揃えた。

その後、学生の多数決で「ジングルベル」と

「きよしこの夜」の２曲が選曲された。

　「ジングルベル」の曲は、ハ長調、17小節の長

さで構成され、４分の４拍子、サビの演奏のみの

ため、16音のベルを使用しての演奏となる。メロ

ディ部分と伴奏部分がほぼ同じリズムにアレン

ジされているため、リズム読みが苦手な学生に

も、感覚を掴みやすく、演奏しやすいアレンジと

なっている。もう１曲の「きよしこの夜」は、

ト長調、16小節の長さで構成され、４分の３拍

子、17音のハンドベルを使用しての演奏となる。

メロディ部分を担当するベルと伴奏部分を担当

するベルの音域がはっきりと分かれてアレンジ

されているため、各声部の音の流れを追いやす

く、しかも伴奏部分はほぼ全音符で表現されて

いるため、メロディに対してタイミングを合わ

せやすく、音楽経験の少ない学生にも分かりや

すい音運びとなっている。

　ハンドベルの演奏自体は、前期に全員経験が

あるため、どの音をどの学生が担当するのかに

ついては、まず学生同士で話し合わせた。集団

で音楽を演奏する場合、曲中で登場回数が少な

い音の担当になると一見易しく感じるが、登場

のタイミング自体は間隔が空いていることが多

いため、演奏中自分の登場まで緊張状態が長く

続き、思うほど取り組みやすいものではない。

しかし、その感覚は、音楽経験の少ない学生には

なかなかイメージが伝わりにくく、どうしても

登場の少ない音の担当に人気が集中してしまう

傾向にあった。そして、それをお互い頑なに譲

らず、話し合いが進まない様子があちらこちら

で見かけられた。またメロディ部分の担当を希

望する学生も多く、なかなかスムーズには決まら

なかった。少し膠着状態となってしまったの

で、分かりやすくこの曲の伴奏部分にも関心

を持ってもらうよう、伴奏の音のみをオルガン

で演奏して、聴いてもらうことにした。すると、

伴奏部分の音のハーモニーの重厚さ、少しずつ

音が経過していく中で浮かび上がるカウンター

メロディの隠れた美しさに気づく学生が出始め

た。カウンターメロディの動きというのは、音楽

全体の中で隠し味のような要素が大きく、主旋

律を陰で支える役割を担っている。そのため、

主旋律よりも強調して表現されることはなく、

地味で面白みのない音の並びと誤解されること

が多い。しかし、このカウンターメロディが美

しく流れていく演奏かどうかで、主旋律の雰囲

気、全体の雰囲気を左右することになるといっ

ても過言ではない。このカウンターメロディの陰

の魅力に気づいた学生から、今まで希望してい

た音から変更したいという意見が出始め、担当

分けは少しずつ再開していった。その後は、音

楽経験が豊富な学生が周りのバランスを見なが

ら徐々にアドバイスする様子も見られ始めた。

そうして、話し合いは進み、全員の担当するハン

ドベルが無事に決まった。

　先述したように、ハンドベルの演奏自体は、全

員経験者であり、舞台での演奏経験がある学生

も数名いた。しかし、練習開始当初にベルの鳴

らし方や腕の使い方を改めて復習してみると、

記憶力や再現力に大きな差が見られた。前回の

演奏より時間が経過してしまっているせいもあ

るかと思うが、担当する音の高さが変われば

ハンドベルの重量が異なり、前回担当したハン

ドベルの感覚だけに頼ると勝手が違ってしまう

ため、そのことが影響したかもしれない。しか

し、自分の担当となったベルの音というものに

この時点で既に愛着が湧いているようで、お互

いにベルを鳴らして音の響きに耳を傾けたり、

口ずさみながら自分の担当する音を合わせたり

する光景が見られ、ハンドベルの音色に対する

関心の高さが伺われた。

　楽譜通りにハンドベルを鳴らす練習へ入った。

「ジングルベル」も「きよしこの夜」も、全員が

すぐに口ずさめるほどよく知っている曲である

ため、初見の段階である程度メロディが繋がり、

途切れることなく最後まで演奏することができ

た。自分で口ずさめる曲というのは、その曲の

どこを盛り上げると曲が生きてくるのか、盛り
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上げるためにはどの音を強調させるとよいのか

などが、指導を受ける前から感覚的に身体に染

みついているという利点がある。また演奏中、

今曲のどの部分を演奏しているのかを耳で捉え

やすく、例え途中楽譜を見失っても、再び直ぐに

演奏に合流できるというのは、楽譜を目で追っ

ていくのが苦手な学生にとっては特に大きな安

心材料となっていた。そのため、演奏を数回重

ねると、自分たちの思い描いているメロディと

して実感でき、表現できていることの喜びを語

り合っていた。また、そのメロディが全員での

演奏から成立しているという事実は、演奏して

いる学生たちの満足感へと繋がっているようで

あった。ハンドベルの演奏というのは、自分ひ

とりで完成することは決してなく、全員の音色

が繋がって初めて作り上げられているという

事実を再確認し、集団でのレベルアップの必要

性についての発言もあちらこちらで聞かれた。

この実感と演奏技術の学びを経て、お互いの良

かったところを褒めあい、改善点を自発的に言葉

にできる雰囲気も作り上げられていった。ここ

でのお互いへの声掛けについては、音楽経験の

有無に関係なく、どの学生間でも行われていた

のが非常に興味深かった。ここまで、演奏の出

来に関して声を上げることを遠慮していた経験

の少ない学生も、自己肯定感を少しずつ持ち始

め、気軽に発言できる雰囲気が集団の中で出来

上がっていったことによるところが大きいよう

に思う。

　その後も、それぞれの学生が意見を出し合い、

もっとこうしたいという表現を深めていく姿勢

と担当したベルの音を次の音へ繋げるという責

任感、それを確実なものにする演奏力を身に付

けていった。その後、数回の授業を経て、この

「ジングルベル」「きよしこの夜」は、全員で演奏

できる曲として無事に完成させることができた。

　この２曲の演奏の完成により、学生たちの中

で、自分たちの集団で曲を仕上げることができ

たという結果が集団の団結力へと反映されて

いった。

　実は、今回の授業が始まる時点では、全員がハ

ンドベル演奏に積極的に取り組みたいというこ

とではなかった。他方と悩んだ結果、やむを得

ずこちらの授業に参加を決めた学生も少なから

ずいたようだった。学生同士の授業に対する意

識の違いで、集団の協調性に支障がでないか内

心ひそかに心配していたのだが、結果的にはこ

ちらの杞憂に終わり、練習を重ねるごとに、どの

学生も集団の中で一員として自分を肯定的に捉

え、全員で演奏表現を高めていこうとする向上

心が生まれ、それが集団全体のレベルを底上げ

していった。

２．第２期（10/28～）

　学生の音楽力と集団の団結力が短期間で向上

し、予想以上に早く完成したため、学生たちと相

談の結果、少し難易度の高いアレンジの曲へ選

曲を変更し、新たに挑戦することとなった。

　今回も前回と同じ「きよしこの夜」を選曲する

ことになったのだが、調性は変更し、調号が２つ

加わる変ロ長調、28小節の長さで構成され、31音

のベルを使用しての演奏のアレンジを選択した。

伴奏部分はほぼアルペジオの音型で成り立って

いるため、担当するベルによっては裏拍のタイ

ミングが連続し、その感覚を掴むには、正確なリ

ズム感や前後のベルとのバランスや豊かな経験

値が求められる。

　また、新たに取り組むこととなった「サンタが

町にやってくる」は、50小節の長さで構成され、

繰り返しやコーダもある今までで最も長い演奏

時間の曲となった。31音のベルを使用しての

演奏となり、拍子も楽しい雰囲気の２拍子でア

レンジされている。２拍子の曲は、４拍子とは

違う速いリズムのノリが重要となってくる。

冒頭はト長調で始まり、すぐにハ長調へと転調、

その後も再びヘ長調の転調、ハ長調への転調と

次々に調性を変化させながら曲は盛り上がり、

最後のコーダではテンポをゆるめつつ、冒頭と

同じト長調で終わる。メロディも伴奏も、高音

域、中音域、低音域と様々な音域に移動しながら

繋がっていくため、今どの役割のフレーズを担

当して、どこに繋げていくのか、今担当している
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部分の音は、そのフレーズの中で強調して演奏

するのか抑えて演奏するのか、他者の音を聴き

ながら鳴らしていくことが重要となってくる。

メロディの音域が移動していくということは、

演奏自体に迫力が生まれ、変化に富むため聞き

手を飽きさせないという効果もあるが、反面、誰

もが同じフレーズ感、リズム感覚で演奏しない

と、同じメロディとは認識されず、まとまりのな

い演奏が出来上がってしまう。音域が広がり、

跳躍する音も増えるため、自分から遠い空間で

発せられるベルの音との繋がりも感じながら、

フレーズを繋げていかなければならないという、

演奏面でのハードルも上がり、学生たちも期待

と不安が入り混じりながらのスタートとなった。

　今回のこの２曲のハンドベルの担当分けにつ

いては、周囲とのバランスにも目を向けて話し

合ってほしいという意図もあり、予め楽譜に

難易度を表記した。表記の仕方はやや難しい、

難しいなどにし、易しいという表記はあえて

載せなかった。また、登場回数が少ない、という

情報は提示した。

　前回の２曲の担当決めの経験と、実際に演奏

して実感した感覚がうまく結びついたようで、

今回の担当決めでは出番が少ない音に人気は集

中することはなかった。また、選択しても、周り

の学生の選んでいる状況を見て選択を再検討す

るという協調性も身についていた。その中で、

敢えて難易度の高い音にチャレンジしようかと

悩む学生がいた。自分個人の希望としては、是

非挑戦したい、でも集団での演奏の中で、自分の

失敗で迷惑は掛けたくない、という２つの思い

がせめぎあっているようであった。確かに音楽

的な演奏力のことを考えると、そのベルの音を

担当するには、現状のその学生のレベルと難易

度の乖離が少し大きすぎる。どうアドバイスし

ようかと考えていると、別の学生から「大丈夫、

練習すれば絶対できるようになるよ」と励ます声

が聴かれた。励ました学生は、音楽経験が豊か

であり、前回も周りのバランスを見ながら発言

してくれていたため、そこまでは想像がついて

いたのだが、その後、その学生は、挑戦する学生

の隣のポジションのベルを選んだのである。

そして、ハンドベルのリズムがつまずきそうに

なると、声を掛け、共に練習を行うという行動を

とっていた。そのおかげで挑戦した学生は自信

をつけ、演奏のレベルはみるみる向上していった。

　仲間を励ますことは、集団ではよく見かける

光景であるが、その後も引き続き見守っていく

という行動を取ることはなかなか難しい。それ

を自然に行っていた学生の、他者を思いやる姿

勢に感銘を受けた。

　また逆に、学生同士の中で、その担当は本当に

できるのか相手に慎重になるようにアドバイス

し、冷静に判断するよう意見を出している場面

も見受けられた。

　集団全体で１つの物を作り上げる過程において

は、個人の希望や能力と、集団の成功目標が必ず

しも一致しないことがよく発生する。どちらを

優先させるのか、どちらが正しいのかというの

は一概に判断はできず、また全てに当てはまる

正解というものも存在しないため、そのたびに

慎重に冷静に見極める必要が出てくる。今回の

学生同士の話し合いにおいては、一方的に相手

の意見を否定する様子は見られず、まずは相手

の意見の中に含まれた勇気や自信を尊重しつつ、

集団の成功目標に近づくようにそれぞれが寄り

添って結論を導き出しているようであった。

　集団で物事を進めていく際に、この問題はよ

く発生するものである。特に集団生活の中で人

間関係を学ぶ途中である幼児期には、多く起こ

ることであるため、この経験は今後幼児教育に

携わっていく学生の糧になっていくと思う。

　練習は、取り組みやすい「きよしこの夜」から

始まった。まずは、アルペジオの多い低音部か

ら練習に入った。アルペジオというのは、表と

裏の音が交互に出現する音型であるため、他者

と他者の間に自分の音を当てはめて鳴らす場面

が増えてくる。他者の音と自分の表現した音が

いびつな形に並ばないよう、なだらかに曲線を

描くイメージで演奏する必要があるため、常に

直前の音に対しての繊細なアプローチが必要と

なってくる。この「難しい」と表記をした低音部
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は、リズムを捉えることに自信があり、音楽経験

の豊富な学生が集まった。そのため、アルペジ

オの裏拍のタイミングもすぐに掴め、早い段階

からなだらかな音の流れが形成されていた。

　ただ、学生それぞれの中でもレベルに差があ

るため、ミスをしてしまった学生への批判のよ

うな意見が少しずつ出始めた。そうなると一度

ミスをした学生に必要以上にプレッシャーが掛

かってしまい、やり直しても同じ個所でベルが

鳴らせない失敗が続くようになってしまった。

ハンドベルという楽器は、横一列になって演奏

するため、どうしても隣にいる演奏者の音の

ミスが強調されて聴こえてしまう。全体の演奏

の中で聴くと目立たないミスでも、とても重大

なことが起きているように感じてしまい、それ

が批判へと繋がってしまっていた。

　そこで、今回は未完成の段階で一旦動画を撮

影し、全員に演奏全体の様子を確認してもらっ

た。そうすると、演奏中に自分に聴こえてくる

音のバランスと撮影した動画での聴こえ方が全

く違うこと、自分の思っていた感覚や聴こえ方

が必ずしも正解ではないことに気づいたよう

だった。また、自分がミスをしても、他の学生が

批判的に意見していないという配慮も感じ取っ

たようだった。その後、冷静に演奏を捉えられ

たことで、良い雰囲気を演奏に反映することが

でき、お互いに指摘する場合も批判せずに相手

を尊重しながら意見を伝えられるように言動が

変化していった。

　比較的難易度の低いメロディ部分に関しても、

１つの問題が生じた。今まで、音楽経験豊富な

学生が様々な音域に分かれていたので、その

音域のパートリーダー的な役割を果たしてくれ

ていた。だが、それを担っていた学生が今回は

低音域に集中してしまったため、メロディ部分

の演奏が不安定になり、その結果、ハンドベル

演奏に対する学生の自信を喪失してしまっていた。

　音楽経験のない学生にとって、リズムを掴み、

メロディの流れの一部分になるというのは最も

苦労するもののようだった。一度裏拍で登場し

た音は、調性が変わらない限り何度も裏拍に登

場してしまうことがどうしても多くなる。その

登場が、１拍目の裏だったり、２拍目の裏だっ

たりするのが音楽を楽しく変化させていくため

の大事な要素なのだが、担当する学生にしてみ

れば、毎回緊張の連続であり、練習する割に向上

しないという悪循環に陥ってしまう。裏拍のタ

イミングというものは、自分ひとりで練習して

も全くイメージが掴めず、表の拍と合わせて演

奏する練習をしなければ、いつまでも正しいリ

ズムの感覚を身につけることができない。

　その部分を指摘し、前後の音のベルと合わせ

た練習方法を提案すると、学生たちは練習方法

の変更の必要性に気づいたようで、表の拍と裏

拍の学生が、共に練習を重ねる場面が多く見受

けられた。

　フレーズの一部分を表現するのは、フレーズ

全体を全て演奏するよりもはるかに難しく、他

者との兼ね合いが重要な位置を占めるため、こ

の練習方法が１番感覚を掴みやすい。この練習

方法に気づくと、フレーズの中で自分の担当す

る音はどのくらい鳴らすと美しい流れとなるの

か、メロディを際立たせるためには、この部分は

どのようなバランスが相応しいかなど、それぞ

れの役割についても想像力を働かせることがで

きるようになった。

　ここまで、かなりの時間を要したが、学生たち

は着実に表現技術を習得していった。音感やリ

ズム感などの音楽力の向上はもちろんのこと、

他者への配慮や協調性、自己肯定など、集団で物

事を進めるにおいて必要となる力も再認識し、

少しずつ培われているようだった。

　ハンドベルという楽器は、必要なベルの１音

でも抜けると曲に綻びが生じてしまい、演奏者

にとっては演奏を続けることが困難な事態とな

る。そのため、全員が揃うということが、練習を

円滑に行うために非常に重要な条件の１つであっ

た。しかし、この授業を行っていた時期という

のは、２年生は就職試験の真っ最中であり、毎回

複数人、しかもその都度違う学生が欠席する状

態であった。そのため、全員が揃うというのが

なかなか難しく、毎回必ず２音以上は抜けてし
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まう状態であり、それはその度に音が異なるた

め、前回の演奏からの積み重ねというものが困

難になってしまっていた。

　初期の頃は、欠席者の担当するハンドベルは

教師が演奏したり、他の先生に声を掛けて演奏

していただくことも多かったが、徐々に欠席

者のベルを請け負ってくれる学生が出始めた。

勿論、曲全体を捉えて演奏することに余裕が

生まれたことによるものだとは思うが、全体が

演奏しやすいように、自分の負担が増えても

集団を支えようと配慮する意識が生まれてきた

ことも大きいように思う。

３．第３期（11/18～）

　練習も終盤になり、いよいよ本番を想定して、

他の学生の前で演奏するという発表学習の段階

へと移っていった。練習での演奏と聴衆がいる

前での演奏は全く別物である。これは、老若男

女、経験したことがある者であれば、必ずと言っ

てよいほど体験し、実感していることかと思う。

　ただ、別物の意味は人によって大きく異なり、

気分が高揚して普段よりも良い結果へと繋がる

場合や、緊張のあまりいつも通りの動きができ

ず残念な結果に終わる場合など非常に様々で

ある。

　今回の場合、結論から言えば、学生たちの演奏

は想像よりはるかにうまくいかず、数度やり

直しの末、最後までなんとか辿り着いたという

結果に終わった。同じ経験をしても、それぞれ

感受すること、失敗から学ぶことは個人によっ

て異なるが、今回については、とりわけ音楽経験

の豊かな学生たちが衝撃を受け落胆していたよ

うに思う。これは、経験豊かな学生が演奏に対

して必要以上に緊張してしまった結果の失敗

だったことが挙げられる。経験豊かな学生は、

普段の練習で失敗の経験が少ない分、失敗をす

るという経験値があまりなかった。それは、実

はあまり幸運なことではない。本番中に練習で

経験できなかった現象が発生するということは、

余計な緊張を生んでしまい、本番に大きな影響

を与えてしまう。

　そのことを丁寧に学生に伝えると、少し落ち

着いた様子で、自分たちの実力そのものが足り

なかったわけではないことに安心していた。反

対にあまり経験のない学生は、演奏をやり直し

たことへの衝撃はあまりなく、最後まで辿り着

いたことを喜ぶ声の方が大きかった。もちろん

経験豊富な学生と同じく、もしくはそれ以上に

失敗もあったのだが、学生が他の学生の前で演奏

をやり遂げることができたという自己肯定感を

身につけていたことによるものかもしれない。

　演奏が滞ってしまった原因はどこなのか、演

奏後改めて学生に話を聞いてみた。学生の意見

によると、環境が変わったことが大きいように

感じた。今までの練習段階では、教室でハンド

ベルを鳴らしていた。ごく普通の教室なので天

井も高くなく、またベルの音がすぐに消えてし

まうことなく、しっかりと認識でき演奏に取り

組めた。しかし、今回他の学生へ演奏披露した

場所は体育館であり、天井が高く、ハンドベルか

ら発せられた音がすぐに広がって消えてしまう

という現象が生じた。その場所での演奏自体は、

以前何度も経験があるはずなのだが、緊張も相

まって感覚を思い出せずにいたようだった。環

境というのは、人間が活動を行う上において大

きく影響する。その環境が本人にとって些細な

ことか、重大なことかは、本人の感覚により様々

であるが、予め音の響き方が変わることを予告

していなかったのは、こちらの指導力不足で

あったことを痛感した。

　しかし、この人前での演奏の結果は、学生たち

にとって非常に得るものが大きい出来事となっ

た。実は、練習段階では、こちらが意図的に止め

るまで、演奏が止まってしまうことはなかった。

誰かの音が途切れても、必ず後続の音の誰かが

演奏を継続することができていた。集団で演奏

を作り上げる場合、音が意図せず消えてしまう

ことは、最も避けなければならない事態であり、

立て直しのできない悲劇である。しかし、その

現象が人前という最もプレッシャーのかかる場

面で起きてしまったという事実は、学生の脳裏

に深く植え付けられ、以後人前での演奏におい
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て、音が抜けても演奏が完全に止まってしまう

ということは起こらなかった。

　演奏以外のことでも、学生の様子は変化して

いった。ハンドベルという楽器は、音高によっ

てそれぞれの重量が変わるため様々な大きさの

ものがあり、その持ち運びには非常に腕力を必要

とする。また、演奏前にテーブルをセッティン

グし、演奏する場所までベルを移動させるので、

毎回の準備に人手が必要となってくる。音の高

低順にハンドベルを配置する、譜面台を組み立

てる、という段取りも重要となってくる。その

準備の際、練習が始まった当初は、段取りが分か

る手際のよい学生のみが行っていた。１、２回目

は同じ学生達が滞りなくセッティングしてくれ

ていたのだが、その様子を遠巻きに見ているだ

けの他の学生に非常に違和感を覚えたので、３回

目はこちらが具体的に運搬物を示し、学生それ

ぞれに声を掛けた。その時の反応や返事はあま

り良いものとは言えなかったが、徐々にこちら

が指示する前に学生同士で役割分担ができるよ

うになり、それ以降は自ら考えて自発的に行動

できるようになっていった。時間を掛けること

なく効率よくセッティングするにはどうすれば

よいか、どこに配置すれば動線がスムーズにな

るかといった本番を想定した意見も活発に出る

ようになり、本番２週間前にはほとんど学生の

みでセッティングを行えるようになっていた。

集団においては、役割分担が非常に重要となっ

てくる。ただ、全体像が把握できなければ、役割

そのものを定め、必要な行動を起こすのに躊躇

う場面が多くなってしまう。しかし、学生たち

は、集団においての自分の役割の大切さや重要

さを改めて考え、それを自発的に計画して実行

するという行動へ繋げられるよう変化していっ

たと思う。

４．第４期（11/25～本番まで）

　本番まで２週間と迫ってきた頃、演出の関係

で急遽新しい曲が追加になることとなった。

　今回追加となった「キラキラ星」は、調性はハ

長調、12小節の構成、メロディと伴奏は単音のみ

のシンプルなアレンジを取り入れた曲となった。

使用するベルの数は、今までに比べて少なく

なったが、新たにトーンチャイムを加えること

で、異なる音色が組み合わさった豊かな響きの

演奏に挑戦することとなった。

　この頃になると、学生はかなりの音感力を身

に付け、この「キラキラ星」は、ほぼ初見で最後

まで演奏することができた。新たに取り入れた

トーンチャイムに関しては、学生から音符の長

さなど音価に注目した意見が出され、演奏開始

のタイミングも、アイコンタクトのみで挑戦す

るなど、音楽的な感覚を共有し集団へ反映して

いく様子が見られた。また、具体的な強弱や

テンポに関しても、学生から意見が積極的に出

てくるようになり、音楽的な感覚や深めようと

する姿勢が向上してきたように思う。ハンドベ

ルの演奏以外の演出に関しても、登場や退場の

構成なども自ら考えて全体へ提案するなど、活

発な意見交換が行われていた。

　また、ハンドベルの演奏を聴いてくれた学生

からの励ましが、全体が向上する大きなエネル

ギーになったことも触れておきたい。最初の人

前での演奏は、成功したとはとても言えなかっ

たが、そのことに対して批判することなく、ハン

ドベルの音色が綺麗だった、知っている曲のメ

ロディと分かって口ずさんだなどと、演奏した

学生へ声を掛けてくれていた。同世代の学生か

ら掛けられた言葉は、本人たちにとって多大な

影響を与えるものである。必ず演奏した学生の

心に響き、以後の自信や自己肯定に繋がってい

ることだと思う。その他にも、ハンドベル演奏

自体に直接かかわっていない学生が、本番の小

道具を考え制作してくれたり、ハンドベルの運

搬の際に手を貸してくれたり、１つの行事に対

して全員が協力して集団でよりよいものを作り

上げようとする姿勢が伝わってきた。

　本番が近づき、演奏曲は「サンタが町にやって

くる」と「キラキラ星」に決定となり、練習も佳

境へ入っていった。「キラキラ星」は順調に完成

へ近づいていたが、「サンタが町にやってくる」

については、現状まだ不安の残る出来であっ
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「総合表現Ⅱ」における音楽表現技術の習得を目指して

た。音のタイミングや、フレーズの流れなどは

練習の甲斐あって、綺麗に曲線的に聴こえてく

るようになっていたのだが、問題は２拍子とい

う拍子感だった。テンポが遅いままでは、４拍

子にしか聴こえず、２拍子の持つ、楽しくリズ

ミカルな雰囲気が演奏に現れないのが悩みの種

だった。しかし、学生全員が知っている曲であ

り、もっと速いテンポでの演奏へのあこがれを

抱いていることも感じられたため、思い切って

1.5倍ほどテンポを上げるよう指示を出した。

最初は、拍子感が変わったこととテンポが速く

なったことが結びつかず、自分の担当の音のタ

イミングまでもが変わってしまったように錯覚

してしまい、パニックになる学生も出てしまっ

た。しかし、こちらが裏拍を意識できるよう、強

弱の違う手拍子を打ち、２拍子の拍子感を自分

の感覚として身につけていくにつれ、少しずつ

自分の知っている「サンタが町にやってくる」の

イメージと重ね合わせて演奏ができるように向

上していった。２拍子は、感覚を習得できると集

団の演奏を合わせやすく、曲のジャンルを明確

に表現し、雰囲気を向上させてくれる拍子であ

る。この感覚が養われたことで、演奏に躍動感

が生まれ、生き生きとした演奏へと雰囲気を変

貌させていった。この拍子感を身に付けたあと

の追い込みは、本番前２週間が特に目覚ましい

ものであり、この時期に欠席者がいなかった

ことも幸いして、演奏者全体のレベルアップと

なった。

　こうして、残すは本番での演奏のみとなった。

本番のセッティングについては、ほとんど学生

たちのみで行った。

　学生たちは、楽譜の飾りつけなど、園児の目に

触れるものに対してもしっかりとした拘りがあ

り、園児目線に立ち、意図をもって製作を進めて

いった。

　本番の演奏については、やはり極度に緊張し、

顔が強張ってしまっていたが、しっかりとハン

ドベルを握り、高らかに鳴らしている学生たち

の姿は、胸を打つものがあった。また、「サンタ

が町にやってくる」の演奏途中より、園児たちが

ベルに合わせて歌を口ずさむという嬉しい出来

事もあり、そのことも含めて、学生たちの胸に深

く刻まれたようであった。

　こうして、２か月半に渡ったハンドベル演奏

への取り組みは、無事に幕を閉じた。

Ⅲ．まとめ

　この授業を担当し、指導していく中で特に痛

感したことは、学生たちの成長を見通した指導

計画の難しさと重要性であった。実は、学生た

ちには、春学期に受講したハンドベル演奏の実

践の中で、自分たちで選曲し、難易度の高い曲

に挑戦した結果、演奏が未完成のまま終わって

しまったという苦い経験があった。その授業を

数回見学する中で、うまくいかず気落ちした姿

を目の当たりにし、まずは自分たちで演奏を完

成させる喜びを味わって自信に繋げてほしいと

いう指導目標を大きく持った。そのため、授業

に取り組み始めた当初は、平易な曲を候補曲と

して提示していたが、それが慎重すぎる選曲

になってしまったことは否定できない。学生た

ちの能力を最大限に引き出し、技術や意欲に対

して、可能性の幅を広げていく指導計画を的確

に立案し、また学生たちと共に考える時間の重

要性を改めて感じた。しかし、学生たちは、この

集団での音楽表現を通して、集団で音楽を作り

上げていく過程を学びつつ、音楽を作り上げる

際に必要となる共同性や豊かな感性、本番まで

に全員で共にその曲の完成まで高めることがで

きたという集団全体の共同性の大切さを習得し

た。今後、多くが携わっていく幼児教育の世界

において、この経験を生かして活躍できること

を心より望んでいる。
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Ⅰ．緒　言

　六角返しは、江戸時代からわが国で伝承され

ているカラクリおもちゃ１）～３）である。完成した

六角返しの表面に好きな絵を描き、折り返すた

びにその絵が変わることが現在も楽しまれてい

る。前報４）では、主にパソコンを用いた六角返し

の製作法について検討した。すなわち、コピー

用紙に正三角形を組み合わせたイラストを描き、

そのイラストの線に沿って折りすすめ、最後に

貼り合わせて３つの面が出現するものを考案

した。

　幼児期の食事は、健康に直結した嗜好・食習慣

に影響を与える５）ため、この時期に適切な食育を

実施することが重要である。同様に幼児期の遊

びも生涯にわたる人間形成の基礎を培うものと

いわれている。そこで、筆者らは、幼児に遊びの

なかで楽しみながら食事の大切さを学ばせたい

と考え、六角返しの食育教材としての教育効果

を期待している。

　現在、食育で用いられている主な教材６）７）とし

て、小学校では「赤黄緑の３色食品群」 ８）がある。

また、就学前の保育現場では食品を色に例えて

口頭で食育が行われている。今回は、バランス

のよい食事９）について学ばせるための手段とし

て、六角返しに記載する３色食品群の内容を検

討した。

Ⅱ．方　法

１．対　象

　バランスのよい食事の指導は、４～５歳児を

対象としている保育現場が多い10）。六角返しの

製作には、①ハサミを使えること、②折る作業が

上手にできること、などが必要であり、これらの

手作業もうまく行うことができる年齢は、５歳

以上と思われる。したがって、今回は５歳児を

対象とした。

２．本研究で用いた資料

　六角返しに３色食品群をイラストで記載する

ためには、３色食品群およびイラスト関係の資

料が必要である。表１～３は３色食品群の資料、

表４および表５はイラストの資料である。表６

は、六角返しの正三角形に文字を記載するため

の資料として用いた。 
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江島　陽子・中嶋加代子

Examination of the Teaching Materials in Dietary Education

Practiced the Three-Color Classification System for Food Groups

to the Hexagonal Return

EJIMA Yoko，NAKASHIMA Kayoko

表１　農林水産省による３色食品群１１）の内容

食　品群別

鶏肉，牛肉，豚肉，ウインナー，ハム，魚，
かまぼこ，納豆，貝，卵，小魚，豆腐，
タコ，エビ，ステーキ肉，チーズ，牛乳

赤
色
群

マーガリン，バター，ドレッシング，油，
マヨネーズ，もち，うどん，ごはん，砂糖，
さといも，さつまいも，じゃがいも

黄
色
群

ほうれん草，トマト，南瓜，きゅうり，
ブロッコリー，キャベツ，シイタケ，白菜，
ナス，ネギ，ニンジン，リンゴ，ほうれん
草，イチゴ，ダイコン

緑
色
群
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表２  食生活アドバイザー２級公式テキスト＆問題１2）

　　　に掲載されている３色食品群の栄養素

主な
栄養素

食　品特　徴群別

たんぱく質，
カルシウム

魚介類，肉類，
牛乳および乳
製品，卵類，
豆類

血液や筋肉
をつくるも
の

赤
色
群

脂質，炭水
化物（糖質）

穀物類，芋類，
油脂，砂糖類

力や体温に
なるもの

黄
色
群

ビタミン，
ミネラル

緑黄色野菜，
海藻類，淡色
野菜，キノコ
類

カラダの調
子を整える
もの

緑
色
群

表４　自由に使える料理イラスト集１４）に掲載されてい
るイラスト

イラスト項　目

白かゆ，ごはんＳ，おにぎり，ごはんＭ，
ごはんＬ，エビピラフ，すし，親子丼，
天丼，ビビンバ

主食
ごはん，
パン，
めん

冷やしトマト，ほうれん草のお浸し，にん
じんのバター煮，春菊のごまあえ，茹で
ブロッコリー，小松菜の炒め煮，かぼちゃ
の煮物，ほうれん草の中華炒め物，根菜
の汁物，きゅうりのもろみ添え

副菜
野菜，
きのこ，
いも，
海藻

ウインナーのソテー，焼きとり，ロール
キャベツ，鶏肉のから揚げ，ギョーザ，
豚肉のしょうが焼き，肉じゃが，トンカ
ツ，クリームシチュー，ビーフステーキ

主菜
肉，魚，
卵，
大豆 

ヨーグルト，プロセスチーズ，牛乳
牛乳・
乳製品

もも，みかん，りんご，なし，ぶどう果　物

引用文献14）を一部改変した。

表５　明治の食育イラスト素材集１５）に掲載されている
イラスト

イラスト項　目

さやえんどうとえんどう豆，春キャベツ，
いちご，芽キャベツ，ブロッコリー，春
菊，小松菜，やまいも，きゅうり，ゴーヤ，
アスパラガス，小豆，黒豆，枝豆，グリーン
ピース，ピーナッツ，ナッツ，じゃがい
も，さつまいも，かぼちゃ，まいたけ，
しめじ，たけのこ，もやし，いりごま，
野菜，とうもろこし，トマト，なす，パプ
リカとピーマン，にんじん，れんこん，
大根，カリフラワー，長ネギ，ごぼう，
セロリ，ふきのとう，わらび，玉ねぎ，
菜の花，茹でじゃがいも，キウイフルーツ，
バナナ，桃，オレンジ，りんご，栗，さ
くらんぼ，すいか，ぶどう，フルーツ，
ゆず，柿，マンゴー，梨，オクラ，里芋，
白菜，銀杏，みかん，ほうれん草 

野 菜，
果 物 

かつお，桜ダイ，牛肉，豚肉，ハム，鶏肉，
いくら，かに，ちりめんじゃこ，あさり，
えび，イカ，あわび，鯖，鮭，魚，ウイン
ナー，ハンバーグ，BBQ，ステーキ，エ
ビフライ，鮎，イワシ，さんま，ぶり，
たら，牡蠣

肉，魚

ごはん，うどん，いなりずし，そば，スパ
ゲティ，冷やし中華，ピザ，ホットドッ
グ，食パン，バターロール，カレーライ
ス，ちらし寿司，恵方巻，鰻丼，そうめん，
タコス，ミートソーススパゲティ，ポン
デケージョ，担担めん，フランスパン，
サンドイッチ

主　食

ハンバーグ，唐揚げ，ステーキ，麻婆豆
腐，エビチリ，カニ，すぶた，カニ玉，
チンジャオロース，天ぷら

主　菜

きんぴらごぼう，サラダ，ひじき煮，ほう
れん草の胡麻和え，卵焼き，シューマイ，
飲茶，キムチ

副　菜

味噌汁，ミネストローネ，シチュー汁　物

プリン，ケーキ，クッキー，わらびもち，
キウイフルーツ，バナナ，桃，オレン
ジ，りんご，栗，柏餅，さくらんぼ，す
いか，ぶどう，かき氷，パンプキンパイ，
ゆず，柿，ヨーグルト，チョコレート，
マンゴー，ぼたもち，梨 

デザート，
おやつ

シチュー，ハンバーグ，焼魚，弁当
献　立
セット

牛乳，豆乳，育児用ミルク，麦茶 飲み物

チーズ，豆腐，納豆，ちくわ，カレールー，
ゼラチンゼリー，卵，バター，缶詰，お
せち料理，鍋物，オリーブオイル，チーズ

その他

 引用文献15） を改変した。

表３　子どもの食と栄養１３）に掲載されている３色食品
群の内容

食べ物群別

ハンバーグ，とりのからあげ，魚の照り
焼き，マーボー豆腐，目玉焼き

赤
色
群

ご飯，パン，パスタ，うどん，そば，
やきいも

黄
色
群

野菜の煮物，ほうれん草のお浸し，ゆで
野菜，サラダ

緑
色
群
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３．幼児の日常的な食べ物

　六角返しに記載するイラストを検討するため、

幼児が日常的に食している食べ物を把握する必

要がある。そのための資料として、別府市内に

あるＨこども園の給食献立表（2019年４月～2020

年３月）を用いた。

Ⅲ．結果および考察

１．小学校で用いられている３色食品群を幼児

の食育で活用するために必要な要素

　小学校教育で最も多く利用されている７）３色

食品群は、赤・黄・緑の３色で構成され、円グラ

フで描かれているものが多い。円グラフの中に

掲載されているイラストは、すべて食材で表記

されており、調理をしない幼児にとって難し過

ぎると思われる。したがって、幼児に３色食品

群を理解させるためには、六角返しに記載する

内容が重要であると考える。そのため、５歳児

の食べ物を選定する基準を検討し、表７に示し

た。これらの基準のうち「幼児が日常的に食して

いる食べ物」は、イラストとしてみたときに幼児

が理解しやすいと思われる。

２．六角返しに適する３色食品群

　表１と表２に基づき表３を参考にして、Ｈこ

ども園で提供頻度の高い食べ物を群別に分類し

た。表８に示した提供頻度の高い食べ物のうち、

今回は食品ではなく料理を選択した。その理由

は、食品よりも料理の方が幼児に理解されやす

いと考えるためである。その提供頻度の高い食

べ物は、季節を問わず１年中提供されているこ

とが推察される。

１）３色食品群の赤色について

　赤色の食品群は、たんぱく質やカルシウムが

多い食品であり、体をつくるもとになる11）。具体

的な食品としては、肉、魚、卵、牛乳・乳製品、

豆などがある。

　表８で示したＨこども園における、たんぱく

質やカルシウムを多く含む提供頻度の高い食べ

物は、からあげ・ハンバーグ・肉じゃが・焼

魚・牛乳・ヨーグルト・チーズ・麻婆豆腐など

であった。

２）３色食品群の黄色について

　黄色の食品群は、脂質と炭水化物が多い食品

であり、エネルギーのもとになる11）。具体的な

食品としては、米、パン、めん類、いも類、油、

砂糖などがある。

　表８に示したＨこども園における、炭水化物

を多く含む提供頻度の高い食べ物は、白ごはん・

カレーライス・丼物・食パン・うどん・スパゲ

ティなどであった。今回は脂質の多い食べ物を

選択しなかった。その理由は、幼児はおやつで

油を含む市販のスナック菓子やケーキなどを

日常的に摂取することが多いためである。した

がって、脂質の多い食べ物を教材として推奨す

る必要がないと判断した。 
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表６　小島ら１６）の調査による小中学校で使用されて
　　　いる，３色食品群の栄養素の働き

栄養素の働き群別

体をつくる（47.9）
赤
色
群

血や肉になる（45.8）

上記以外（6.3）

エネルギーになる（42.7）
黄
色
群

熱や力になる（33.8）

上記以外（23.5）

体の調子を整える（92.7）緑
色
群 上記以外（7.3）

カッコ内はアンケート調査における
回答割合（％）

表７　六角返しに記載する食べ物

食べ物の選定基準

・５歳児が日常的に食している食べ物か

・一年中，入手可能な食べ物か

・イラストをみて幼児がわかりやすい食べ物か

・５歳児が好きな食べ物か

・果物は、季節感があるか
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３）３色食品群の緑色について

　緑色の食品群は、ビタミンやミネラルが多い

食品であり、体の調子を整えるもとになる11）。具

体的な食品としては、野菜、果物、きのこ類など

がある。

　表８で示したＨこども園における、ビタミン

やミネラルを多く含む提供頻度の高い食べ物は、

サラダ・きんぴらごぼう・和え物・煮物などがあ

り、果物ではバナナやキウイフルーツが多かっ

た。季節感のある果物としては、すいか・なし・

みかんなどが提供されていた。

３．イラストで幼児に理解されやすい食べ物

　表８の食べ物は、表４と表５にすべて掲載さ

れているとは限らない。したがって、表４と

表５のイラストにないものは、六角返しに記載

しないことにした。今回は表４と表５のイラス

ト（素材）集から六角返しに記載する食べ物を選

択し、そのイラストを表９に示した。

４．六角返しの色・文字・イラスト

　３色食品群を六角返しに応用するために、色・

文字・イラストについて検討した。記載する色と

文字は、食品の栄養素の働きを示す役割を果た

す。そのため、配色や文字の内容が重要となる。

１）配色について

　前報４）で六角返しを完成させたので、今回は配

色について検討した。３色食品群は、赤・黄・緑

の３色で構成されているので、その３色を六角

返しに塗ることにした。

　六角返しの正三角形の配色は、表10に示した通

り、赤色・黄色・緑色とし、11と20はのりしろと

なるため、色を塗る必要性がないと考えた。実

際の六角返しに配色するものを図１に示した。
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表8　Ｈこども園で提供頻度の高い食べ物

主な栄養素食べ物群別

たんぱく質，
カルシウム

からあげ，ハンバーグ，ミー
トローフ，ミートボール，
つくね，ピーマンの肉詰め，
ギョーザ，チキン南蛮，豚の
しょうが焼き，肉じゃが，
照り焼き，焼魚，煮魚，フ
ライ，ウインナー，天ぷら，
牛乳，チーズ，ヨーグルト，
麻婆豆腐

赤
色
群

脂質，炭水
化物（糖質）

ごはん，おにぎり，カレーラ
イス，ハヤシライス，丼物，
チャーハン，ピラフ，食パン，
ロールパン，サンドイッチ，
うどん，スパゲティ，焼きそ
ば，お好み焼き，蒸しいも，
フライドポテト

黄
色
群

ビタミン，
ミネラル

ポテトサラダ，グリーンサ
ラダ，きんぴらごぼう，和え
物，煮物，酢の物，バナナ，
キウイフルーツ，オレンジ，
メロン，ぶどう，なし，柿，
りんご，みかん，いちご

緑
色
群

表9　フリーイラストから選択したイラスト

イラスト群別

ハンバーグ，からあげ，肉じゃが，焼魚，
ウインナー，シューマイ，ギョーザ，ヨー
グルト，牛乳，卵，麻婆豆腐

赤
色
群

ごはん，おにぎり，食パン，バターロー
ル，サンドイッチ，親子丼，カレーライ
ス，うどん，スパゲティ，蒸しいも，茹で
じゃがいも

黄
色
群

ほうれん草胡麻和え，ひじき煮，サラダ，
きんぴらごぼう，バナナ，キウイフルー
ツ，すいか，ぶどう，なし，柿，りん
ご，みかん

緑
色
群

表10　六角返しの正三角形の配色

塗る色正三角形の番号*

赤　色４，５，10，12，17，18

黄　色１，６，７，13，14，19

緑　色２，３，８，９，15，16

色なし11，20

*

図１　パソコン作業で実際に配色する六角返し
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２）記載する文字について

　六角返しに記載する栄養素の働きを示す文字

について検討した。幼児は、３歳児では約３割

がひらがなを読むことができ、５歳児では約９

割が読むことができるという報告がある17）。そ

のため、ひらがなを読める５歳児では、文字をみ

ることで理解が深まると考え、栄養素の働きを

文字として記載することにした。

　パソコン作業で六角返しに記載する文字を

表11に示した。具体的な文字は、表６の中から、

幼児が理解しやすい物を選択した。小島ら16）の

調査で回答割合の最も高い「体をつくる」や「エ

ネルギーになる」という表現は、幼児にとって理

解しにくいと考える。したがって、具体的な文

字は、回答割合が２番目に高い「血や肉にな

る」「熱や力になる」を採用した。実際に文字を

記載した正三角形を図２に示した。

３）記載するイラストについて

　表10に記載した正三角形の番号のうち、表11の

番号を除いたものに、表９の食べ物をイラスト

にして記載したものが表12である。例えば、赤色

群では、表８に示した同じひき肉料理であるハン

バーグ・ミートローフ・ミートボール・つくね

は、これらを代表してハンバーグで記載した。

黄色群では、ごはん・チャーハン・ピラフは同じ

ごはん類であるため代表してごはんで記載した。

緑色群では、ポテトサラダ・グリーンサラダがあ

り、集約してサラダで記載した。これらのイラ

ストは、六角返しの正三角形に記載する食べ物

である。 
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表11　パソコン作業で六角返しに記載する文字

具体的な文字
正三角形
の番号

「ち」や「にく」になるあか12

「ねつ」や「ちから」になるき　1

からだの「ちょうし」をととの
える

みどり3

のりしろ11

のりしろ20

図２　実際に文字を記載した正三角形

表12　パソコン作業で正三角形の番号に入れるイラスト

幼児にわかりやすいイラスト
正三角形
の番号
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５．記載する文字・イラストの要点

　六角返しに記載するために重要と思われる内

容を表13に示した。文字は、幼児が理解しやすい

ようにひらがなを採用した。文字の色は、イラ

ストがカラフルであるため見やすいように黒と

した。

　また、１つの正三角形に記載するイラストは、

できるだけ類似したもので分けた。さらに、

１つの三角形のイラスト数は、多すぎると見に

くいと判断し２～３個が適切だと考える。

　食育では、旬の食べ物を教えることが重要で

あり、１年中出回っているバナナやキウイフ

ルーツなどより、すいか・ぶどう・柿などが季が

最適な果物である。したがって、果物のイラス

トは季節に分けて記載した。 

６．パソコン作業を用いた食育教材の製作

　まず、パソコン作業で、A３版サイズの用紙に

図１に示す配色済みの六角返しを作製した。次

に、その六角返しに文字（表11）とイラスト（表

12）を記載した。その結果、六角返しへ３色食

品群を応用した食育教材が完成した。図３に、

実際の完成品を示した。これは、５歳児に３色

食品群を学ばせるための食育教材として適して

いると考える。
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表13　文字およびイラスト記載の要点

要　点

・幼児が読める「ひらがな」で記載する

・文字の色は黒とする

・類似したイラストは同じ正三角形に記載する

・果物のイラストは季節で分ける

・１つの正三角形には２～３個のイラストを記載する

図３　パソコン作業での完成品
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Ⅳ．まとめ

　食育で５歳児にバランスのよい食事を学ばせ

るため、食育教材として３色食品群の六角返し

への応用を試みた。六角返しの６面に記載する

色・文字・イラストの内容を検討し、以下の結果

を得た。

　六角返しの６面に記載する食べ物の選定基

準は、幼児が日常的に食している食べ物であ

ることが重要と思われる。

　調理をしない５歳児に適する３色食品群の

内容は、食品よりも料理の方が幼児に理解さ

れやすいと考える。

　六角返しの色は、３色食品群の栄養素の働

きを示す色（赤・黄・緑）を塗り、のりしろと

なる面は色を塗らなかった。

　六角返しに記載する具体的な文字は、５歳

児に理解されやすくするため「ちやにくに

なる」「ねつやちからになる」「からだのちょう

しをととのえる」とした。

　イラストは、類似したものを集約し、果物に

ついては季節で分けて記載した。

　六角返しに３色食品群を記載する要点は、

ひらがなで黒字とし、一つの正三角形に記載

するイラストは２～３個とすることで、幼児

にわかりやすいと考える。

　以上のことから、六角返しに応用した３色食

品群のイラストは、５歳児に理解されやすい食

べ物を記載することが重要であると示唆された。

　今後は、３色食品群が記載された六角返し

を食育教材として保育現場で活用したいと考え

ている。同時に、楽しく遊びながら学ぶことが

できるように工夫したい。将来的には、保育現

場の指導者によってこの六角返しが活用される

ことを願っている。
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Ⅰ．はじめに

　幼稚園・こども園、保育園など幼児の生活環

境において、毎日音楽が流れない日がないと

言っていいのではないだろうか。保育現場に

おいて、音楽は様々な方法で使われており、必要

不可欠なものとなっている。それは、「音楽が乳

幼児の発達や生活に有効に機能することを、

保育者が経験的に知っているからであろう。」と

白石昌子氏１）は言っている。同時に、「保育の中

で行われる諸々の活動に対して、保育者が意図

的で明確な狙いを持っていることは、保育の質

の向上につながる。」としながら「音楽ほど、明

確なねらいを持たないまま、保育者個人の音楽

的力量に依存して指導される傾向を持つ領域は

ないと言って過言ではない。」１）とも言っている。

　乳幼児の感覚や反応、言動を引き出す目的で

音楽を利用することが多いため、当然であると

もいえるが、音楽活動そのものの持つ力や要素

を分析、理解することにより、より教育効果を高

めるための有効教材として目標を明確にした上

での指導を可能にするのではないかと考える。

松井紀和は、障がい者に対して音楽を治療道具

として利用する際の特性として次の10項目を提

示している。 ２）

①　音楽が知的過程を通らずに、直接情動に働

きかける。

②　音楽活動は自己愛的満足をもたらしやすい。

③　音楽は人間の美的感覚を満足させる。

④　音楽は発散的であり、情動の直接的発散を

もたらす方法を提供する。

⑤　音楽は、身体的運動を誘発させる。

⑥　音楽は、communicationである。

⑦　音楽は一定の法則性の上に構造化されて

いる。

⑧　音楽には多様性があり、適応範囲が広い。

⑨　音楽活動には統合的精神機能が必要である。

⑩　集団音楽活動では社会性が要求される。

　治療となると、対象が病気や障がいになるが、

音楽活動を伴うアプローチは、身体を使って音

を発生させると同時に心情心理にも影響を及ぼ

し総合的に変化する。つまり少なからず楽器を

鳴らす動作やテクニック、そして心身や感覚統

合的にも発達が伴うことは否めない。すなわち、

意図と目的をもって利用すれば、教育であると

言い換えることが可能と考える。平成29年に幼

稚園教育要領が改訂された。文部科学省は、総

則の改訂ポイントとして、以下をあげている。

〇「環境を通して行う教育」を基本とすることに

変わりはない。
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ミュージックベルを教材とした集団音楽活動・表現の教育効果

についての一考察

～主体的・対話的で深い学びを実践する教材として～

松尾　佳保・山香　陽子

A study on the educational effects of group music activities and expressions 

Musicbell as teaching materials

～As a teaching material to practice independent, 

interactive and deep learning～

MATSUO Kaho, YAMAGA Yoko



ミュージックベルを教材とした集団音楽活動・表現の教育効果についての一考察

〇幼稚園教育において育みたい資質・能力の明

確化。

〇５歳児終了時までに育ってほしい具体的な姿

を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と

して明確化するとともに、小学校と共有する

ことにより幼小接続を推進。

〇幼児一人一人のよさや可能性を把握するなど

幼児理解に基づいた評価を実施。

〇言語活動などの充実を図るとともに、障がい

のある幼児や海外から帰国した幼児など特別

な配慮を必要とする幼児への指導を充実。

　教育基本法は「幼児期の教育は生涯にわたる人

格形成の基礎を培う重要なもの」と規定している

が、先ず、「環境を通して行う教育」を最優先し

継続する幼児期の学びは他者とのかかわりの重

要性と幼稚園教諭・保育者による幼児の発達を促

す環境づくりの重要性を明確にしている。また、

指導計画の留意事項について「主体的・対話的

な深い学び」を充実するようにしている。すなわ

ち、幼児が幼稚園に行き、遊びたいことや気にな

ることを発見し、興味を持って集中していたら

自然と友達ができ、友達から学んだり自分が新

しいことを発見して友達に伝えたりしながら、

新しい発見やできるようになることが増えて

いったというような流れになるためのベースと

なる環境づくりを、幼稚園教諭・保育者はあたか

も影武者や黒子のような存在となりながら意図

的につくと解釈する。そして幼稚園教諭・保育者

の力量を問われるような指導力を求められてい

ると考える。そのような環境設定に必要なこと

は、「幼児一人一人の性格や言動や発達状況を理

解しておくこと」「幼児同士の関係性を把握する

こと」「幼児たちの反応を引き出す活動の特徴

とパターンを具体的に把握していること」ま

た、「それらの活動によって引き起こされる反応

や状況をある程度予測できることが必要」とな

ると考える。これは、幼稚園教諭・保育者自身

の性格や幼児たちとの関係性も深く絡みあうた

め、幼稚園教諭・保育者自身の自分の使い方、

状況と変化に対して冷静に分析かつ利用できる

力が求められると考える。つまり経験がものを

いうということになってしまいがちで、新人幼

稚園教諭・保育者にとっては非常に難しい保育

技術になることが予想される。そこで、学生の

うちに、各活動そのものの持つ力、活動すること

で引き出されるパターンを学び、より早くに幼

児たちが主体的・対話的で深い学びができる環境

設定ができるようになるのではないか。

　Blacking,Jは、 ３）（徳丸吉彦訳：人間の音楽性、

岩波書店、1978）「音楽とは人間によって組織づ

けられた音響である。」と定義している。それは

音楽を演奏すること自体で、組織づけられてい

ることを意味している。特に現在当たり前のよ

うに生活に浸透している音楽たちは、ほぼ五線

譜で表すことができる西洋音楽から成り立っ

ている。つまり、三大要素であるリズム・メロ

ディ・ハーモニーは楽典という音楽の基礎的な理

論に則った形で演奏されていることからも明解

である。それをさらに集団によって仕上げるこ

とができる楽器、曲によっては集団でなければ

美しい音楽が困難となる楽器のひとつにミュー

ジックベルがある。本学には、故名誉学長　

相良好仁先生が寄贈して下さったイングリッシュ

ハンドベルがあり、大塚豊子先生が在籍中の30

年間、学生と共にサークルとして演奏活動され

てきた経緯がある。筆者達も、大塚先生から指

導して頂いているが、ハンドベルが、将来幼稚園

教諭・保育者の保育技術として、ピアノに匹敵

する教材である可能性を実感しており、授業の

中に組み込んでいる。そこで本研究は、演奏形

態が酷似しており、教育・保育現場で比較的手に

入りやすく教材として取り扱いやすいミュー

ジックベルを、ハンドベル演奏の経験と音楽理

論をベースとしたミュージックベル特有の活動

分析を試み、作業療法等他分野での理論を参照

しながら、ミュージックベルを利用した教育効

果の可能性について具現化を試みることで、幼

児教育の一助を担うことを目的とする。

Ⅱ．検討事項

①音楽を利用する効果を具現化する。

②ミュージックベルの演奏活動分析と予測され
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る集団力動の発生を関連づけた教育効果を考

察する。

③集団音楽表現がもたらす教育効果と「主体的・

対話的で深い学び」への有効性について

Ⅲ．本論

１．ミュージックベルを利用した音楽活動の特性

１）西洋音楽を利用する効果について

　五線譜に記譜することができる曲は、基本的

に楽典という音楽理論の上で成り立っている。

「音楽は、時間の流れの中でそのことを実現する

方法であり、その本質は『時間を組織化』するこ

とにある。」とストーは言っている。 ４）つまり既成

の曲を使用した音楽活動は、演奏したり聴いた

りしていることそのものが、すでに一定上の法

則の中に身を置いているともいえる。好きな曲

を聴いているとき、演奏をしているとき、適当に

時間が流れているわけではない。その曲の持つ

テンポ間の中に存在している。進行する時間軸

をもとにリズムを持ったメロディ・ハーモニーの

進行が進んでいく。無意識に音楽を楽しんでい

ることそのものが音楽の形式の中身を任せてい

ることにほかならない。そして、松井が音楽の

特性のなかで言っているように感情をダイレク

トに動かす。山根寛は、西洋音楽における音楽

の要素がもつ特性について、ひとの心身にもた

らす影響を、直接的に、または間接的に影響する

ものを表Aのように分析している。このように

集団でひとつの曲をつくり上げていくという過

程は、結果的に音楽という組織形成をしながら、

心情も複雑に、でもダイレクトに絡み合うとい

う作業になっていくと考える。

 

２） 楽器と演奏の特徴

　ミュージックベルは、昭和57年に日本で考案さ

れた日本で生まれた楽器であり、平成３年には

文部省から小学校標準指定教材品目として選定

された教育楽器である。ミュージックベルを振

ることによって、スプリングの先端に付いてい

るクラッパーと呼ばれる振り子がベルを打ち、

音が出る仕組みになっており、形や厚み、材料に

よって音の高さや音色が変わる。比較的安価で

手に入るため、教材として扱いやすい。音域は

２オクターブ（23音）が主流であり、一人がいく

つかの音を担当して曲を演奏する基本的には

グループで演奏する楽器である。むしろ集団で

なければ演奏が難しくなる楽器である。異なる

楽器で担当パートを演奏し、集団で曲を仕上げ

ていくブラスバンドやオーケストラとは違い、

いわゆる鍵盤楽器の各音がベルとなっている。

ピアノ演奏における指が人に代わるようなもの

である。集団の演奏技術よって演奏する曲の

難易度は変わるが、主にメロディ、そしてベース

進行や和音などを集団で演奏することになる。

幼児の演奏レベルにもよるが、１音ないしは２音

ほど担当し、曲を奏でていく。楽器の特徴とし

ては以下が考えられる。

・それぞれの楽器が小さく、幼児でも持ってな

らせるほど軽くて小さい。
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表A　音楽の要素と心身への影響

影響要素

心身の動きをコントロールするリズム

直
　
接

協調する

メッセージ、感情を表現するメロディ

精神や感情のバランスを回復するハーモニー

気持ちを合わせる

心身の動きをコントロールする拍子

共感感情を表す、もしくは引き
起こす

気分のコントロールテンポ

音楽の統一感調性

間
　
接

音楽の表情ダイナミックス

感情表現の色づけ
アーティキュ
レーション

音楽の流れフレーズ

音楽全体の構成ベース・ライン

 ５）音楽をもちいた療法の構造表４－２
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・製造会社によってさまざまなものがあるが、

カラフルに音分けしているものもあったり

し、見た目が可愛い。

・音の高低によって、それぞれのベルの形状が

微妙にちがう。

・音の響きが心地よく、音が可愛い。

２．ミュージックベルを利用した集団演奏の特性

１）導入方法と予想される効果

　ミュージックベルは上記のように見た目が可

愛く音が心地よい（もちろん、個々によっての捉

え方は違うが）ことから、思わず触って持ってみ

たくなったり、振りたくなったり音を出してみ

たくなったりと、楽器そのものがそもそも子供

の興味関心を引き出しやすい楽器であると考え

る。また、全て別の音が鳴るのに、繋ぎ合わせる

とメロディになる。それは小学校に進級し、音

楽科目を学ぶ前段階であり幼小接続の学びに繋

がることはもちろんであるが、全ての現象（形・

組織・社会）において、全ての事象は個々の集

まりによって成り立っているということに繋が

る学びを提供しやすい。

Ａ．アフォーダンス理論を利用した導入方法

　「アフォーダンス理論」とは、1950年後半、ア

メリカ心理学者のジェームス・ジェローム・ギブ

ソンが作った「アフォーダンス」という造語を用

いた理論であるが、1988年にアメリカの認知科

学者ドナルド・アーサー・ノーマン氏が出した著

書により、ギブソンが提唱したアフォーダンス

とは異なる意図で世間に広まり、現在はノー

マンがいう理論の方が世間的に知られているよ

うだ。

　アフォード（afford）は「与える、提供する」

の意味を持つ。ギブソンの提唱したアフォーダン

スは「人と物との間に存在する関係そのもの」を

意味し、ノーマンの理論は「人と物との間に存在

する関係そのもの」を指している。本研究は教育

的効果の具現化を目的としているため、ノーマン

が提唱する理論の方がより近いと考える。ミュー

ジックベルを用いたアフォーダンス的導入の仕

方はと予想される子供たちの学びの変遷と教育

効果は以下である。ここでは、導入の仕方と曲

が出来上がる音楽創作の視点から述べる。

①保育環境に楽器そのものを置いておく。

②ある幼児が、音の鳴ることに気付く。

③音に反応した他者が、真似して他の音を鳴ら

し始める。

④数名で鳴らすことに集中する。

⑤音に高低があることに気付く。

⑥ふとしたタイミングで、似ているメロディを

思い出したりして、そのメロディの再現を試

み始める。

⑦メロディになることが認識できるようになる

と、他の子供たちも自分ができそうなメロデ

ィの再現を試みるようになり、他者と模索し

始める。

　これらの流れはあくまでも時間の流れを縮小

し端的に述べている。教育現場においては幼児

の年齢や個々の個性の違いにより複雑化も大い

にあり得るが、近年の幼児を取り巻く音楽環境

の進化を前提にすると、不可能ではないと考え

る。ミュージックベルは比較的安価で手に入り

やすい楽器ではある。おもちゃとして保育室に

常設できるのであれば、アフォーダンス理論を

利用できるが、楽器として取り扱う場合、楽器の

扱い方そのものも指導が必要になるため、置きっ

ぱなしということは考えにくい。そこで次は、

導入部分から曲が出来上がるまでを保育者が提供

する方法である。

Ｂ．視覚情報からのアプローチ導入方法

　ミュージックベルは、音によってカラフルな

配色をされているものがある。ドレミで教える

のではなく、色を並べることによってメロディ

にしていく方法である。金色や銀色など単色の

楽器であれば、たとえば色別の紙やシールを貼

ったりすることもできるし、子供たちの興味を

引きそうな動物や果物等のものを貼ってするこ

とも可能である。

①自分が担当する色や物に表された音を順番通
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りに鳴らす。

②それぞれの音が繋がると、メロディになるこ

とに気付く。

③音の流れには一定の時間の流れ、つまりテン

ポが必要であることに気付く。

④音を鳴らすタイミングが必要であることに気

付く。⇒リズムがあることを認識する。

　この方法では、何が何だか分からないが、とり

あえずやってみるうちにできあがってくる感覚

が学べるかもしれない。もしくは出来上がって

から初めて繋がるかもしれない。靄の中から少

しづつ晴れていく感覚で学習していくことが可

能であり、保育者のちょっとした問いかけや

アプローチにより、幼児自身で気づくことが増

えていく活動となり得る。

Ｃ．保育者からタイミングを教えてもらいながら

演奏する方法

　保育者が幼児に音を出すタイミングを教えな

がら曲にしていく方法である。この場合、演奏

する幼児全員に見える場所に保育者が位置し、

手と目線などで個別アプローチをする。幼児は

合図をもらったら音を鳴らす。早く曲を仕上げ

ることや、間違わないようにする際には最も有効

となるかもしれない。

①先生と自分の関係に集中する。

②先生がくれる合図と自分が音を鳴らす微妙な

タイミングをつかむために悩む。

③自分の順番が分かるようになったり、他者の

存在を意識し始めたりする。

④先生の言うとおりに音を鳴らすとメロディに

なるということに気付く。

⑤メロディが認識できるようになると、その時

間の流れやメロディの流れの中で自分の担当

する音が鳴らせるようになる。

⑥自分はこの曲の中の大事な一音を担当してい

ることを感じる。

　この場合、演奏する幼児たちは、自分の持って

いる音を鳴らすことに集中するかもしれない。

音楽を奏でる意識は下がるかもしれないが、集

中力や瞬発力の観点からすると大いに効果があ

ると考える。

　上記についての各過程は、五線譜による音階

等を理解する前の段階を前提としており、メロ

ディ、リズム、ハーモニーの存在になんとなく気

づく、分かるまでの過程を予測に基づいて述べ

ており、現実はより複雑で混沌としているもの

と思われる。いずれも曲が完成するまで繰り返

し鳴らしていくうちに、自然と曲を認識し、身体

に感覚が馴染んでくる可能性が高い。ここで大

事なことは、バラバラな一つ一つの音が繋がっ

ていくとメロディになり、自分が知っている歌

になったりするということを、実際にやってみ

て分かることである。意識的に理解せずとも、

幼児期に潜在的に学んだその感覚は、おそらく

その後のあらゆる学習をする際のベースになる

可能性がある。もし、音が繋がり曲を演奏でき

たとする。きっとその演奏を見てくれていた友

達は真似したい、自分もやってみたいと思うか

もしれない。それは主体的・対話的で深い学びの

一歩となるかもしれない。また、保育者や保護

者などの観客に聞いてもらい、褒められたりす

ると、成功体験のような快感や満足する感覚を

味わえるかもしれない。音符や音階、メロディ

など曲の全体像と各音の存在を、明確でなくて

も感覚でつかむことができれば、すべてのもの

ごとの在り様について、より具体的に見る力の

種が芽を出し始めるかもしれない。演奏する幼

児の演奏感覚をつかめるまでの学びの過程は個

性豊かそのものであり、あっという間に曲の流

れを把握し、覚え、担当する自分の音を自然に鳴

らせるかもしれないし、何度も何度も練習し、自

分が鳴らすタイミングを他者から教えてもらい

ながら何となく演奏していく子供もいる。

３）幼児の学びの過程と集団力動

Ａ．演奏に必要な感覚と技術

　ミュージックベルを集団で演奏する際に必要

となる認識は以下である。

①自分の担当する音そのもの
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②自分が担当する音の高低や順番

③全体の曲の流れとテンポ及びリズム

④全体の流れの中で担当する（音を鳴らす）箇所

⑤一緒に演奏する他者、及び他者から他者への

音の繋がり

⑥その曲の持つイメージ、それに伴う強弱など

の曲想、フレーズ感

　曲を完成させたいという気持ちから自然と自

分の担当する音に対する認識や責任が生まれ、

全体の流れの中に身を置きながら音を鳴らす。

それが演奏者全員できるようになり、繋がり始

めると曲が流れるようになる。聴覚からの情報

と自分が鳴らしている音との関係性、曲を構成

している他者が発する音と他者の存在、そして

それらが繋がることによって音楽が出来上がっ

ていく過程とそれに伴い変化する様々な感覚と

感情が、自然発生していく。曲になっていく過

程で必要になるのは、必要な音に対し責任感を

感じながら音を出すと同時に、必要でないタイ

ミングで音を出してはいけないという制約が発

生する。曲にするためには必然となることであ

る。独りよがりな音を鳴らすことができなくな

るのである。また、その曲のメロディの流れの

中に没頭する、つまり馴染んできて、曲の中に入

り込むことができるようになると自然と一体感

を感じるようになるが、その際に、自分の鳴らし

ている音の響き、他者の鳴らしている楽器の音

の響きを認識し始める。「いい音」を出せる工夫

をするようになり、曲の表情、つまり曲想をつけ

ようとするようになる。それは、教えてもらっ

たり考えたりして知識として知ったからといっ

て簡単に反映するものではない。自分の目指す

いい音、つまり心地よい、気持ちのいい音を出

し、気持ちの良い演奏ができるようになるには、

息の合った練習が必要となる。そこで、次の

段階となる個人と集団のテクニックについて考察

する。

Ｂ．身体性

　いろいろな音の鳴らし方をしているうちに、

振り方を変えると音の鳴り方が変化することに

気付く。また、偶然に自分が心地よいと思う音

と出会う瞬間がある。それは、自分が奏でたも

のかもしれないし、他者が発信した音かもしれ

ない。様々な音の違いの発見にいろいろパターン

を試してみるかもしれない。他者の動作を真似

してみたり、体の重心や姿勢、音を出す瞬間の腕

の動かし方を微妙に変えたり試行錯誤し始める。

ベルを持って手首を振れば音は出る。さらに心

地よい響きを求めていくと、クラッパーがベル

を打つ瞬間の微妙な場所やタイミング、つまり

クラッパーの動かし方や当たり方で音の変化が

生じる。そのためには姿勢や腰の動かし方、腕

の動かし方や速度など全身で佳動作の仕方を探

ることになる。山根が「自分が操る楽器から出る

音と振動をからだで受け止めながら、身体の動

きを調整し、思うような音を生みだす演奏とい

う活動は、精密な感覚運動機能とともに統合的

な精神機能を必要とするもので、知覚・認知の機

能、感覚統合機能が総動員される。」８）といってい

るように、自分から積極的に試行錯誤の過程は、

さまざまな感覚を複雑に絡ませながら統合して

いく。それは音楽活動に集中することが非認知

能力を育てることに繋がると考える。

Ｃ．ミュージックベルを利用した集団音楽活動

における集団力動の変遷

　ベルを鳴らしてみる、そこからスタートする

感覚と興味関心の度合いや方向性は子供によっ

て千差万別であるが、曲を演奏するという目的

が定まると、自ずと同じ方向に向かって活動が

始まる。つまり他者との共同作業がスタートす

る。しかしながら、演奏に対する興味関心や活

動への向き合い方、テクニックや感覚の違い、集

中力や完成に向かう熱量もまたみなそれぞれ違

うため、ある程度の形ができるまで様々な感情

が生まれ、幼児個人も集団そのものも生き物の

ように瞬間瞬間で変化し続ける。曲を完成する

という目的のなかで、個人と集団形成の過程の

変遷を予測する。

①担当した音をただ持って鳴らしてみる。

②曲を演奏することをなんとなく意識するが、
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良くわかっていない。

③幼稚園教諭・保育者の援助により、なんとなく

音の流れを感じ取る。この段階において予想

される幼児たちの反応は以下である。

　・すぐに何かのメロディと分かったり、演奏

することを理解したりすることができる。

　・全く意味が分からない。

　・なんとなく面白いかもと感じる。

　・いわれるがままに行動する。

　・とりあえず鳴らしてみる。

④何回か繰り返していくうちに、感覚をつかめ

てくる幼児が増えてくると同時に、興味がな

い子や理解できない子は、好き好きな言動を

取り始める。

⑤興味がある子たちは、積極性が増すと同時に

興味がない子たちの言動に対し苛立ちが芽生

える。

⑥曲を仕上げたいと思う子が、具体的に指摘し

始める。そしていざこざや喧嘩などが起こる。

⑦とにかく曲を仕上げるために少しずつ、何度

も繰り返していく。

⑧興味がない子たちも、メロディと自分が音を

鳴らすタイミングが馴染んでくると、演奏に

参加している実感がわく、つまり “できるよう

になる”と、少しずつ面白くなったり楽しくな

ったりしてくる。

⑨構成する全員の意識がポジティブに同じ方向

に動き始めると、集団が活性化し始める。

　この過程において、幼稚園教諭・保育者の援助

の仕方が大切になる。特に、いざこざが起き始

めた時に、幼児個人の言動への対応の仕方につ

いては非常にデリケートである。大事なことは、

押し付けではなくも強制的でもなく、曲が完成

できるように援助することである。それは、具

体的に演奏の仕方を教えることかもしれないし、

感情的になっている幼児たちの話を聞くことか

もしれない。ここについては、幼稚園教諭・保育

者は幼児に対して逃げることなくごまかすこと

なく、幼児たちが必要としている援助は何かを

見極める努力をしなければならないと考える。

幼児期にこれらの感情を明確にしたり理解でき

たりできるとは考えにくいが、具体的な活動を

共にするなかで、何となくもやもやしながらし

らずしらずに芽生え、自ずから解決しようとす

ることが大切と考える。いざこざとして表面化

したり、感情のままにぶつけあったりしたり、折

り合いをつけたりつけさせたり、演奏ができて

嬉しかったり安心したり楽しんだりしながら、

他者とのかかわりを経験していく。これが社会

性や道徳性の始まりであり、非認知能力の育成

に繋がると考える。

Ｄ．集団音楽活動と社会性

　以上のことから、ミュージックベルを利用し

た集団音楽活動には、身体性・心理性・集団性か

らなるすべての要素が複雑に絡むことにより、

小さな社会性の土台となるような経験をしなが

ら非認知能力が培われていく活動であると言え

る。山根９）は「歌う、奏でるという音楽や音楽活

動を通した他者とのかかわりは、たとえ即興演

奏であっても、自分一人の想い通りになるもの

ではない。自分の声や出している音が他者の声

や出している音とどのように作用し合っている

のか、他者の声や音に注意を払い、その声や音を

聴き、合わせることにより、１つのまとまりの

ある結果が生まれる。個々の受けもつパート、

扱う楽器、そして個々の音楽技術が異なる者が、

それぞれの役割と期待を持って、互いに補い、

ときにはリードし、協調することで音楽が生ま

れる。その共有体験を通して、相互のコミュ

ニケーションがはかられ、二者関係技能をはじ

め、さまざまなレベルでの集団関係技能など

社会性が育まれる。」といっている。また、表Ａ

のように音楽の持つ要素は、ダイレクトに感覚

や感情に働きかけてくる。共同作業の中に、

曲想を共に感じ、聴きながらつくり上げていく

ことで（もちろん個人差はあるが）、感情や感覚

の共同体験も可能となる。

　ミュージックベルで曲を仕上げる過程は、個

人的なレベルで演奏感覚と技能の発達社会性を

必要としながら、音や音楽の感覚刺激を利用す

ることで、遊ぶ感覚の中で山根寛10）のいう次の事

65



ミュージックベルを教材とした集団音楽活動・表現の教育効果についての一考察

項の効果も期待できる。

・ことばにできない、ならない、気持ちの表

現、発散を助けストレスを軽減する。

・自然なリズムで身体を使うことで基本的な身

体機能の発達を支える。

・感情表現を豊かにし、情緒的な発達や言語機

能の発達を支える。音楽を共に楽しむことで

基本的な社会性を身につける。

・身体を動かし楽器を操作するということなど

を通して自己有用感や存在価値を見いだす。

　

３．幼稚園教育において育みたい資質能力との

関連

　今回の学習指導要領の改訂は、グローバル化

や急速な情報化、技術革新など、社会の変化を見

据えて、子供たちがこれから生きていくために

必要な資質や能力について見直す観点から行わ

れた。同時に「指導計画の作成と幼児理解に基づ

いた評価」において、新たに示されたもので、集

団音楽活動が有効に働くと考えるのは次の項目

である。

・多様な体験に関連して、幼児の発達に即して

主体的・対話的で深い学びが実現するように

すること。

・幼児の実態を踏まえながら、教師や他の幼児

と共に遊びや生活の中で見通しをもったり、

振り返ったりするよう工夫すること。

・幼児期は直接的な体験が重要であることを踏

まえ、視聴覚教材やコンピューターなど情報

機器を活用する際には、幼稚園生活では得難

い体験を補完するなど、幼児の体験との関連

を考慮すること。

・幼児理解に基づいた評価の実施に当たって

は、指導の過程を振り返りながら幼児の理解

を進め、幼児一人一人のよさや可能性などを

把握し、指導の改善に生かすようにすること

に留意すること、また、評価の妥当性や信憑

性が高められるよう創意工夫を行うこと。

　演習授業や学園行事等、活動を通して集団活動

をする際、ある瞬間から、学生集団がまるで生き

物かのように生き生きと動き始めることがある。

それは全員の目標が一致し始めた時である。

集団力動が成熟した瞬間といえるのかもしれな

いが、そのようになった時の学生の学びに向か

う勢い・パワー・行動力・判断力・決断力は凄

まじいものがある。自分の考えを述べ、他者の

意見を受け止め、より良い選択を共に探り始め

て行動に移す。そのような時は個人が集団に影響

し、集団が個人に影響しており、相互に合い高め

あうエネルギーは、確実に学生全員を成長に導く。

　今回の学習指導要領の改訂において、非認知

能力の育成の重要性を挙げられているが、その

効果を実感している。しかしながら言葉で伝え、

学ぶことは非常に困難であり、また、理屈で理解

したからといって実践できるものでもない。実

践経験と振り返り、反省の繰り返しのなかで理

解し、他者を素直に受け止める力を備えてはじ

めて身に付く資質・能力であると考える。幼児期

にミュージックベルを利用した集団演奏活動は

集団力動のベースとなるような関係が発生しや

すく、また曲を完成させるという明確な活動の

流れに沿って活用できるため、主体的・対話的で

深い学びを実現できる教材のひとつとして有効

であるといえる。
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